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第1章 はじめに
Red Hat OpenStack Platform は、Red Hat Enterprise Linux をベースとして、プライベートまたはパブ
リックの Infrastructure-as-a-Service (IaaS) クラウドを構築するための基盤を提供します。これによ
り、スケーラビリティーが極めて高く、耐障害性に優れたプラットフォームをクラウド対応のワーク
ロード開発にご利用いただくことができます。

現在、Red Hat のシステムは、OpenStack Liberty をベースとして、利用可能な物理ハードウェアをプ
ライベート、パブリック、またはハイブリッドのクラウドプラットフォームに変換できるようにパッ
ケージされています。これには以下のコンポーネントが含まれます。

完全に分散されたオブジェクトストレージ

永続的なブロックレベルのストレージ

仮想マシンのプロビジョニングエンジンおよびイメージストレージ

認証および認可メカニズム

統合されたネットワーク

ユーザーおよび管理用の Web ブラウザーベースの GUI

Red Hat OpenStack Platform IaaS クラウドは、コンピューティング、ストレージ、ネットワークのリ
ソースを制御する連結されたサービスのコレクションにより実装されます。クラウドは、Web ベース
のインターフェースで管理されます。これにより、管理者は OpenStack リソースの制御、プロビジョ
ニング、自動化を行うことができます。また、OpenStack のインフラストラクチャーは、クラウドのエ
ンドユーザーも利用することができる豊富な API で円滑に運用されます。

1.1. 本リリースについて

Red Hat OpenStack Platform の本リリースは、OpenStack「Liberty」リリースをベースとしており、
Red Hat OpenStack Platform 固有の追加機能や既知の問題、解決済みの問題が含まれています。

本書には、Red Hat OpenStack Platform 固有の変更のみを記載しています。OpenStack「Liberty」のリ
リースノートは、https://wiki.openstack.org/wiki/ReleaseNotes/Liberty/ja で参照してください。

Red Hat OpenStack Platform は、他の Red Hat 製品が提供するコンポーネントを使用します。これらの
コンポーネントのサポートに関する詳しい情報は、以下のリンクを参照してください。

https://access.redhat.com/site/support/policy/updates/openstack/platform/

Red Hat OpenStack Platform を評価するには、以下のリンク先で登録してください。

http://www.redhat.com/openstack/

注記注記

Red Hat Enterprise Linux High Availability Add-On は、Red Hat OpenStack Platform の各
種ユースケースでご利用いただけます。このアドオンに関する詳細情報
は、http://www.redhat.com/products/enterprise-linux-add-ons/high-availability/ で参照して
ください。また、Red Hat OpenStack Platform と併用できるパッケージバージョンに関
する情報は、https://access.redhat.com/site/solutions/509783 で参照してください。

1.2. 要件
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本バージョンの Red Hat OpenStack Platform は、Red Hat Enterprise Linux 7.2 ベースでサポートされ
ています。

Red Hat OpenStack Platform の Dashboard は、OpenStack のリソースやサービスを管理することがで
きる Web ベースのインターフェースです。本リリースの Dashboard は、以下の Web ブラウザーの最
新安定版をサポートします。

Chrome

Firefox

Firefox ESR

Internet Explorer 11 以降 (互換モード互換モード が無効な場合)

1.3. デプロイメント制限事項

Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント制限事項の一覧は、「Deployment Limits for Red Hat
OpenStack Platform」の記事を参照してください。

1.4. データベースサイズの管理

Red Hat OpenStack Platform 環境内における MariaDB データベースのサイズの維持管理に関する推奨
プラクティスは、「Database Size Management for Red Hat Enterprise Linux OpenStack Platform」の
記事を参照してください。

1.5. 認定済みのドライバーとプラグイン

Red Hat OpenStack Platform の認定済みドライバー/プラグインの一覧は、「Component, Plug-In, and
Driver Support in Red Hat OpenStack Platform」の記事を参照してください。

1.6. 認定済みゲストオペレーティングシステム

Red Hat OpenStack Platform の認定済みゲストオペレーティングシステムの一覧は、「Certified Guest
Operating Systems in Red Hat OpenStack Platform and Red Hat Enterprise Virtualization」の記事を参照
してください。

1.7. ハイパーバイザーのサポート

Red Hat OpenStack Platform は、 libvirt ドライバー (コンピュートノード上で KVM をハイパーバイ
ザーとして使用) または VMware vCenter ハイパーバイザードライバーと共に使用する場合のみがサ
ポート対象となります。VMware vCenter ドライバーの設定については、『VMware 統合ガイド』を参
照してください。

Ironic は、Red Hat OpenStack Platform 7 (Kilo) リリースから完全にサポートされています。Ironic によ
り、一般的なテクノロジー (PXE ブートや IPMI) を使用したベアメタルマシンのプロビジョニングが可
能となり、多様なハードウェアに対応する一方で、ベンダー固有の機能を追加するためのプラグ可能な
ドライバーをサポートすることができます。

Red Hat は、非推奨の VMware の「direct-to-ESX」ハイパーバイザーや KVM 以外の libvirt ハイパーバ
イザーなど、他の Compute 仮想化ドライバーに対するサポートは提供していません。

1.8. コンテンツ配信ネットワーク (CDN) チャンネル

リリースノートリリースノート
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本項では、Red Hat OpenStack Platform 8 のデプロイに必要なチャンネルおよびリポジトリーの設定に
ついて説明します。

コンテンツ配信ネットワーク (CDN) から Red Hat OpenStack Platform 8 をインストールすることがで
きます。そのためには、正しいチャンネルを使用するように subscription-manager を設定します。

CDN チャンネルを有効にするには、以下のコマンドを実行します。

# subscription-manager repos --enable=[reponame]

CDN チャンネルを無効にするには、以下のコマンドを実行します。

# subscription-manager repos --disable=[reponame]

表表1.1 必須チャンネル必須チャンネル

チャンネルチャンネル リポジトリー名リポジトリー名

Red Hat Enterprise Linux 7 Server (RPMS) rhel-7-server-rpms

Red Hat Enterprise Linux 7 Server - RH Common
(RPMs)

rhel-7-server-rh-common-rpms

Red Hat Enterprise Linux High Availability (for RHEL
7 Server)

rhel-ha-for-rhel-7-server-rpms

Red Hat OpenStack Platform 8.0 (RPMS) rhel-7-server-openstack-8.0-rpms

Red Hat OpenStack Platform Director 8.0 (RPMS) rhel-7-server-openstack-8.0-
director-rpms

表表1.2 任意チャンネル任意チャンネル

チャンネルチャンネル リポジトリー名リポジトリー名

Red Hat Enterprise Linux 7 Server - Optional rhel-7-server-optional-rpms

Red Hat OpenStack Platform 8.0 Files rhel-7-server-openstack-8.0-files

Red Hat OpenStack Platform 8.0 Operational Tools rhel7-server-openstack-8.0-optools-
rpms

無効にするチャンネル無効にするチャンネル

以下の表には、Red Hat OpenStack Platform 8 が正常に機能するために無効にする必要のあるチャンネ
ルをまとめています。

表表1.3 無効にするチャンネル無効にするチャンネル

第第1章章 はじめにはじめに
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チャンネルチャンネル リポジトリー名リポジトリー名

Red Hat CloudForms Management Engine "cf-me-*"

Red Hat Enterprise Virtualization "rhel-7-server-rhev*"

Red Hat Enterprise Linux 7 Server - Extended Update
Support

"*-eus-rpms"

警告警告

Red Hat OpenStack Platform のリポジトリーは、Extra Packages for Enterprise
Linux (EPEL) ソフトウェアリポジトリーで提供されているパッケージと競合する場
合があります。EPEL ソフトウェアリポジトリーを有効にしているシステムでの
Red Hat OpenStack Platform の使用はサポートされていません。

1.9. 製品サポート

以下のリソースをご利用いただけます。

カスタマーポータルカスタマーポータル

Red Hat カスタマーポータルでは、OpenStack デプロイメントのプランニング、デプロイ、メンテ
ナンスを支援するために、以下のような幅広いリソースを提供しています。

ナレッジベース記事およびソリューション

テクニカルブリーフ

製品マニュアル

サポートケース管理

カスタマーポータルには https://access.redhat.com/ からアクセスしてください。

メーリングリストメーリングリスト

Red Hat は、OpenStack ユーザーに関連する公開メーリングリストを提供しています。

rhsa-announce メーリングリストは、Red Hat OpenStack Platform など、全 Red Hat 製
品のセキュリティー関連の修正リリースに関する通知を提供します。

https://www.redhat.com/mailman/listinfo/rhsa-announce からサブスクライブしてください。
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第2章 最も重要な新機能
本項には、Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースにおける最も重要な新機能について概説しま
す。

2.1. RED HAT OPENSTACK PLATFORM DIRECTOR

Red Hat OpenStack Platform 8 で新たに拡張された director の機能の注目すべき点は以下のとおりで
す。

Neutron での Cisco Networking のサポートが拡張されました。これには、以下の機能が含まれ
ます。

N1KV ML2 プラグイン

N1KV VEM および VSM のモジュール

Nexus 9K ML2 プラグイン

UCSM ML2 プラグイン

環境ファイル内のネットワーク設定の新規パラメーター
(type_drivers、service_plugins、および core_plugin を含む)

Big Switch Networks のサポート (Big Switch ML2 plugin、LLDP、およびボンディングのサポー
トを含む)

VXLAN がデフォルトのオーバーレイネットワークとなりました。これは、VXLAN のパフォー
マンスがより高く、NIC による VXLAN 使用時のオフロードがより一般的であることが理由で
す。

MariaDB の接続最大数がコントローラーノード内の CPU コア数に応じて増減されるようにな
りました。

director で RabbitMQ のファイル記述子の上限を設定できるようになりました。

オーバークラウド内のノードにデプロイされている Red Hat OpenStack Platform コンポーネン
トで SSL がサポートされるようになりました。

オーバークラウドノードで IPv6 がサポートされるようになりました。

2.2. BLOCK STORAGE

本項では、Red Hat OpenStack Platform 8 の Block Storage サービスに実装されている新機能について
簡単に説明します。

汎用ボリュームの移行汎用ボリュームの移行

汎用ボリュームの移行により、 iSCSI をサポートせずデータ転送に他の方法を使用するボリュームドラ
イバーがボリュームの移行操作に参加することが可能となります。この移行は、create_export を使用
してボリュームを作成し、iSCSI を介してアタッチし、I/O 操作を実行します。より汎用とすることに
より、他のドライバーもボリュームに参加することができます

この変更は、Ceph ドライバーでボリューム移行をサポートするのに必要です。

スナップショットのインポートスナップショットのインポート/エクスポートエクスポート

第第2章章 最も重要な新機能最も重要な新機能
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スナップショットのインポートおよびエクスポートの方法を提供します。スナップショットのインポー
ト/エクスポート機能は、ボリュームのインポート/エクスポート機能を補完する機能です。

この機能により、ボリュームのスナップショットを Block Storage ボリュームから別のボ
リュームにインポートしたり、バックエンドデバイスにすでに存在する OpenStack 以外以外 のス
ナップショットを Block Storage サービスにインポートしたりすることが可能となります。

スナップショットのエクスポートは、ボリュームのエクスポートと同じように機能します。

無停止バックアップ無停止バックアップ

以前のリリースでは、バックアップ操作はボリュームがデタッチされている場合にのみ実行可能でし
た。今回のリリースでは、以下の手順でボリュームをバックアップできるようになりました。

一時スナップショットを取得します。

スナップショットをアタッチします。

スナップショットからバックアップを実行します。

一時スナップショットをクリーンアップします。

アタッチされているボリュームの場合は、全体の一時ボリュームを作成するよりも、一時スナップ
ショットを作成する方が低コストとなります。今回の更新で、スナップショットをアタッチして、直接
読み込むことが可能となりました。

スナップショットをアタッチする機能がドライバーに実装されていないためにスナップショットから
データを読み込む方法がない場合には、アタッチされたソースボリュームから一時ボリュームを作成し
て、その一時ボリュームをバックアップすることができます。

新たなボリュームレプリケーション新たなボリュームレプリケーション API

ボリュームのレプリケーションは、重要なストレージ機能で、高可用性や、OpenStack クラウドで実行
されているアプリケーションの障害復旧に必須です。本リリースでは、Block Storage サービスでのボ
リュームレプリケーションの初期サポートが追加されました。これには、以下の操作に対するサポート
が含まれます。

ボリュームをレプリケーションします (プライマリーからセカンダリーにレプリケーションする
方法)。

セカンダリーをプライマリーに昇格します (その後にレプリケーションを停止します)。

レプリケーションを再度有効化します。

レプリケーションが適切に実行されているかどうかを検証します。

汎用イメージキャッシュ汎用イメージキャッシュ

現在、一部のボリュームドライバーは、 clone_image メソッドが実装されており、最近使用されたイ
メージを保管しているボリュームの内部キャシュを使用します。ボリュームのクローンを非常に効率的
に実行できるストレージバックエンドの場合には、このメソッドは、イメージのコンテンツを各ボ
リュームにアタッチ/コピーする方法と比較した場合に、パフォーマンスが大幅に向上する可能性があり
ます。他のボリュームドライバーがこの機能をより簡単に利用できるようにして、コードベースで重複
が発生するのを防ぐ目的で、イメージのキャッシュ機能が追加されています。

この機能は、複数のイメージからボリュームを作成する場合に使用します。初回以降はイメージからの
ボリューム作成は迅速化される可能性があります。

リリースノートリリースノート
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2.3. COMPUTE

Red Hat OpenStack Platform 8 では、Compute サービスの注目すべき新機能がいくつかあります。

サーバーの admin パスワードを変更するための nova set-password server コマンドが利
用できるようになりました。

libvirt ドライバーの機能が拡張され、インスタンスの virtio-net のマルチキューのマルチキュー 対応になりま
した。この機能を有効にすると、全 vCPU にわたってワークロードがスケーリングされるた
め、ネットワークのパフォーマンスが向上します。

Ceph RBD (RADOS ブロックデバイス) ストレージを使用する場合のディスクの QoS (Quality
of Service)。 特に、順次読み取り/書き込みの制限、ゲストに許容できる合計 / 帯域幅 IOPS を
設定することができます。

外部の高可用性ソリューション向けの Mark host down API。この API により、外部のツール
でコンピュートノードの Compute サービスのエラーを通知できるようになるため、インスタン
スの耐障害性が向上します。

2.4. IDENTITY

Red Hat OpenStack Platform 8 には Identity サービスの新機能が多数実装されました。

認証プロバイダー固有の WebSSO を設定することができるようになりました。以前のリリー
スでは、keystone 用に WebSSO をグローバルで設定する必要がありました。今回の更新で、
認証プロバイダーごとに WebSSO を設定すると、追加の検索ステップを実行する必要なく、
ダッシュボードのクエリーが個別のエンドポイントにダイレクトされるようになりました。

New attributes are available for SAML アサーション用の新たな属性が利用できるようになりま
した。ユーザードメインのマッピング用の openstack_user_domain とプロジェクトドメイ
ンのマッピング用の openstack_project_domain です。

X.509 SSL クライアント証明書を使用する keystone のトークンなし認証が試験的にサポート
されています。

2.5. IMAGE サービス

本項では、Red Hat OpenStack Platform 8 の Image サービスに実装されている新機能について簡単に説
明します。

Image の署名と暗号化の署名と暗号化

この機能は、イメージの署名と署名の検証に対するサポートを提供します。これによりユーザーは、イ
メージを起動する前にそのイメージが変更されていないことを確認することができます。

アーティファクトリポジトリーアーティファクトリポジトリー (試験的な試験的な API)

この機能により、仮想マシンのイメージのみでなく、複合メタデータに伴うバイナリーオブジェクトな
ど、その他の任意のアーティファクトを保管するための Image サービスの機能性が拡張されます。

Image サービスがそのようなアーティファクトのカタログになり、アーティファクト、そのメタデー
タ、および関連するバイナリーオブジェクトを保管/検索/取得するケイパビリティーを提供します。

2.6. OBJECT STORAGE

第第2章章 最も重要な新機能最も重要な新機能
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本項では、Red Hat OpenStack Platform 8 の Object Storage サービスに実装されている新機能について
簡単に説明します。

Encryption At Rest

クラスター内のデータを保護するには、Object Storage のオペレーターは暗号化された形式でオブジェ
クトを保管する必要があります。今回のリリースでは、Object Storage サービスにオペレーターが管理
する暗号化機能が追加されましたが、クライアントへの完全な透過性は維持されています。

Encryption At Rest は、2 つのステップがあります。最初のステップは、データおよびメタデータの実
際の暗号化と暗号化解除を実行する crypto engine です。

2 番目のステップは、鍵管理です。これは、キーマテリアルを保管/取得し、crypto engine に提供する
プロセスです。このプロセスは、キーマテリアルを安全に保管する役割を果たすエージェントと crypto
engine 用のキーマテリアルを取得する役割を果たすエージェントに分かれます。Object Storage は、
Python のエンティティーポイントメカニズムを介して、「keymaster」と呼ばれるさまざまなキーマテ
リアル取得機能をサポートします。 通常、Object Storage クラスターは 1 つの keymaster のみを使用
します。

新たなリングツール新たなリングツール: ring-builder-analyzer およびおよび swift-ring-tool

リングは、データがクラスター内のどこに配置されるかを決定します。アカウントデータベース、コン
テナーデータベース、および個別のオブジェクト用に別々のリンクがありますが、それぞれが同じよう
に機能します。これらのリングは外部で管理されるので、サーバーのプロセス自体ではリングを変更せ
ず、別のツールで変更された新しいリングが提供されます。

リングビルダーアナライザーリングビルダーアナライザー はリングビルダーが特定のシナリオでどの程度適切にジョブを実行してい
るかを分析するツールです。

リングビルダーアナライザーは、リングビルダーの初期パラメーターがいくつか記載されたシナリオ
ファイルと特定数のラウンドを必要とします。各ラウンドでは、ビルダーに何らかの変更 (例: デバイス
の追加/削除やデバイスの重みの変更) が加えられた後で、ビルダーが繰り返しリバランシングされ、落
ち着くとそのラウンドについてのデータが出力されてから、次のラウンドが開始します。

swift-ring-tool は、全データを新しいクラスターにコピーする必要なく Object Storage リングの
partition power を増減するためのツールです。クラスターからデータを移行するには、少なくとも移行
元のクラスターと同じサイズの第 2 のクラスターが必要ですが、利用できない可能性があります。

Object Storage クラスターの partition power の選択には注意が必要です。小さなクラスターに高い値を
選択すると、レプリケーション時間が大幅に長くなりますが、低い値を選択すると、クラスターの最大
サイズが制限されてしまいます。このツールにより partition power の増減が可能となりますが、スト
レージノードでファイルの名前を変更しなければならないので、短時間のダウンタイムが必要です。

2.7. OPENSTACK NETWORKING

2.7.1. QoS

Red Hat OpenStack Platform 8 ではネットワークの quality-of-service (QoS) ポリシーがサポートされる
ようになりました。これらのポリシーにより、OpenStack の管理者は、インスタンスの送受信トラ
フィックに速度制限を適用して、さまざまなサービスレベルを提供することができます。指定した速度
を超過するトラフィックはドロップされるようになります。

2.7.2. Open vSwitch の更新

リリースノートリリースノート
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Open vSwitch (OVS) が、アップストリームの 2.4.0 リリースに更新されました。この更新には、注目す
べき機能拡張が多数含まれています。

トポロジーの変更後に高速なコンバージェンスを可能にする、Rapid Spanning Tree Protocol
(IEEE 802.1D-2004)

IP マルチキャストスヌーピング (IGMPv1、IGMPv2、IGMPv3) のサポートによる最適化された
マルチキャストの効率性

ゲストとユーザ空間の vSwitch の間の I/O 効率を向上させる QEMU の機能である vhost-user の
サポート

さまざまなパフォーマンスと安定性の向上も含む OVS バージョン 2.4.0

Open vSwitch 2.4.0 についての詳しい情報は。http://openvswitch.org/releases/NEWS-2.4.0 を参照して
ください。

2.7.3. ネットワークの RBAC

OpenStack Networking の Role-based Access Control (RBAC) により、neutron 共有ネットワークに対
する、より粒度の高い制御が可能となります。以前のリリースでは、ネットワークは全テナントで共有
するか、全く共有しないかのいずれかでした。本リリースでは、OpenStack Networking は RBAC テー
ブルを使用してテナント間における neutron ネットワークの共有を制御するようになりました。これに
より、管理者は、ネットワークにインスタンスを接続するパーミッションをどのテナントに付与するか
をコントロールすることができます。
その結果、クラウド管理者は、一部のテナントがネットワークを作成できないようにして、そのプロ
ジェクトに対応した既存のネットワークに接続できるようにすることが可能です。

2.8. テクノロジープレビュー

注記注記

テクノロジープレビューとして記された機能のサポート範囲についての詳しい情報
は、https://access.redhat.com/support/offerings/techpreview/ を参照してください。

2.8.1. 新規テクノロジープレビュー

以下の新機能はテクノロジープレビューとして提供されます。

Benchmarking サービスサービス

Rally は、マルチノードの OpenStack デプロイメント、クラウドの検証、ベンチマーキング、およ
びプロファイリングを自動化/統合するためのベンチマーキングツールです。SLA、パフォーマン
ス、および安定性を継続的に向上させる OpenStack CI/CD システム向けの基本ツールとして使用す
ることができます。Rally は、以下のコアコンポーネントで構成されます。

1. サーバープロバイダー: 異なる仮想化テクノロジー (LXS、Virsh など) およびクラウドサプラ
イヤーと対話するための統合インターフェースを提供します。ssh アクセスを介して、1 つ
の L3 ネットワーク内で対話を行います。

2. デプロイエンジン: サーバープロバイダーから取得したサーバーを使用して、ベンチマーキ
ングの手順が実行される前に OpenStack ディストリビューションをデプロイします。

3. 検証: デプロイしたクラウドに対して特定のテストセットを実行して正しく機能するかどう
かを確認し、結果を収集してから人間が判読可能な形式で提示します。
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4. ベンチマークエンジン: パラメーター化されたベンチマークシナリオの書き込みを許可し、
クラウドに対して実行します。

DPDK Accelerated Open vSwitch

Data Plane Development Kit (DPDK) は、ライブラリーのセットとユーザー空間ドライバーで構成さ
れます。このキットは、パケットの処理を迅速化し、アプリケーションが NIC と直接やりとりして
独自のパケット処理を実行できるようにします。特定のユースケースでは、最大でワイヤースピー
ドのパフォーマンスを実現します。また、OVS+DPDK により、Open vSwitch のパフォーマンスが
大幅に向上するとともに、中核的な機能が維持されます。ホストの物理 NIC からゲストインスタン
ス内のアプリケーションへ (およびゲストインスタンス間) のパケットの切り替えがほぼすべてユー
ザー空間で処理できるようになります。

本リリースでは、OpenStack Networking (neutron) OVS プラグインが更新されて、OVS+DPDK
バックエンドの設定をサポートするようになりました。OpenStack プロジェクトでは、neutron API
を使用してネットワーク、サブネット、およびその他のネットワークコンストラクトをプロビジョ
ニングする一方で、OVS+DPDK を使用してインスタンスのネットワークパフォーマンスを向上させ
ます。

OpenDaylight の統合の統合

Red Hat OpenStack Platform 8 では、OpenDaylight SDN コントローラーとの統合がテクノロジープ
レビューとして提供されるようになりました。OpenDaylight は、多数の異なるアプリケーションを
サポートする、柔軟性の高いモジュール型のオープン SDN プラットフォームです。Red Hat
OpenStack Platform 8 に同梱されている OpenDaylight のディストリビューションは、OVSDB
NetVirt を使用する OpenStack デプロイメントをサポートするために必要なモジュールに限定されて
おり、アップストリームの Beryllium バージョンをベースとしています。テクノロジープレビューを
提供しているのは、opendaylight および networking-odl のパッケージです。

リアルタイムリアルタイム KVM の統合の統合

Compute サービスにリアルタイム KVM が統合されたことにより、ホストの CPU で実行されている
カーネルタスクなどを原因とする CPU のレイテンシーによる影響が軽減され、CPU ピニングが提
供する仮想 CPU スケジューリングの保証がさらに強化されました。この機能は、CPU のレイテン
シー短縮の重要度が高いネットワーク機能仮想化 (NFV) などのワークロードには極めて重要です。

2.8.2. 以前にリリースされたテクノロジープレビュー

以下の機能は引き続きテクノロジープレビューとして提供しています。

セルセル

OpenStack Compute には、コンピュートリソースを分割するために nova-cells パッケージにより提
供されるセルの概念が採用されています。セルに関する詳しい情報は、「Schedule Hosts and
Cells」を参照してください。

また、Red Hat OpenStack Platform は、リージョン、アベイラビリティーゾーン、ホストアグリ
ゲートという Red Hat OpenStack Platform 内のコンピュートリソースを分割する方法を完全にサ
ポートしています。詳しくは「Manage Host Aggregates」を参照してください。

Database-as-a-Service (DBaaS)

OpenStack Database-as-a-Service により、ユーザーは OpenStack Compute インスタンス内に単一
テナントのデーターベースを容易にプロビジョニングすることができます。Database-as-a-Service
フレームワークにより、ユーザーはデータベースのデプロイ、使用、管理、モニタリング、スケー
リングに伴う従来の管理オーバーヘッドの多くを回避することができます。

リリースノートリリースノート
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分散仮想ルーティング分散仮想ルーティング

Distributed Virtual Routing (DVR) により、L3 ルーターを Compute ノードに直接配置することがで
きます。これにより、インスタンスのトラフィックは、初めにネットワークノード経由でルーティ
ングする必要なく、コンピュートノード間 (East-West、水平方向) で転送されます。

DNS-as-a-Service (DNSaaS)

Red Hat OpenStack Platform 8 には、Designate としても知られる DNS-as-a-Service (DNSaaS) の
テクノロジープレビューが含まれています。DNSaaS にはドメインとレコードの管理のための
REST API が含まれており、マルチテナントに対応しています。また DNSaaS は OpenStack
Identity サービス (keystone) と統合して認証を行います。さらに DNSaaS には Compute (nova) およ
び OpenStack Networking (neutron) の通知と統合するフレームワークが実装されており、DNS レ
コードの自動生成が可能です。DNSaaS は PowerDNS および Bind9 の統合もサポートしています。

Erasure Code (EC)

Object Storage サービスには、アクセス頻度の低いデータを大量に格納するデバイスを対象に EC
ストレージポリシータイプが実装されています。EC ストレージポリシーは、データの可用性を維持
しつつコストとストレージの要件を低減する (必要なキャパシティーはトリプルレプリケーションの
約 1/3 )、独自のリングと設定可能なパラメーターセットを使用します。EC にはより多くの CPU お
よびネットワークリソースが必要なため、EC をポリシーとして実装すると、クラスターの EC 機能
に関連付けられた全ストレージデバイスを分離することができます。

File Share サービスサービス

OpenStack File Share サービスは、OpenStack の共有ファイルシステムのプロビジョニングと管理
を行うための、シームレスで簡単な方法を提供します。プロビジョニング後はこれらの共有ファイ
ルシステムをインスタンスでセキュアに使用 (マウント) することができます。File Share サービス
は、プロビジョニングした共有を堅牢に管理することも可能で、クォータの設定、アクセスの設
定、 スナップショットの作成、その他の役立つ管理タスクを実行する手段を提供します。

本項では、Red Hat OpenStack Platform 8 の File Share サービスに実装されている新機能について
簡単に説明します。

Manila Horizon Dashboard プラグインプラグイン

今回のリリースで、ユーザーは Dashboard を介して提供される File Share サービスの機能を利用で
きるようになりました。これには、共有を作成したり、その共有を使用して作業を行うための対話
型のメニューが含まれます。

共有の移行共有の移行

共有の移行は、バックエンド間で共有を有効にするための新機能です。

以下のようなアプローチが利用できます。

ドライバーに委任する: これは非常に最適化されていますが、制限されたアプローチです。
ドライバーが移行先について認識していると、より効率的な方法で移行を実行することがで
きます。移行の後には、ドライバーによってモデル更新が返されます。

調整を管理し、一部のタスクをドライバーに委任する: このアプローチは、移行先のホスト
に新規共有を作成し、manila ノードから両方のエクスポートをマウントしてから、全ファイ
ルをコピーし、古い共有を削除します。このアプローチは、以下のような移行プロセスをサ
ポートするのに必要なメソッドを実装する任意のドライバーで機能するはずです。

移行元の共有を読み取り専用に変更し、移行によるユーザーへの影響を軽減します。

特定のプロトコルでエクスポートをマウント/アンマウントします。
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2 番目のプロセスが機能するには、server_setup メソッドの実行中に各ドライバーは、共有用サー
バーと manila ノードの間で接続ができるようにするためのポートを作成する必要があります。

アベイラビリティーゾーンアベイラビリティーゾーン

File Share サービスのクライアントの共有作成コードは、アベイラビリティーゾーンの引数を受け入
れて、使用するようになりました。これにより、スナップショットから共有を作成する際にアベイ
ラビリティーゾーンの情報を保持することも可能となります。

シンプロビジョニングでのオーバーサブスクリプションシンプロビジョニングでのオーバーサブスクリプション

今回のリリースでは、シンプロビジョニングでのオーバーサブスクリプションに対するサポートが
追加されました。これは、特定のドライバーがキャパシティーについて infinite または unknown と
いう報告を続けて、オーバーサブスクリプション状態が発生してしまう可能性のあるユースケース
に対応します。

max_over_subscription_ratio: 適用するオーバーサブスクリプション比を示す浮動小数点
数。この比率は、利用可能な全容量に対するプロビジョニングされるストレージの比率とし
て計算されます。このため、オーバーサブスクリプション比率が 1.0 の場合には、プロビ
ジョニングされるストレージは、利用可能な全ストレージ容量を超過できませんが、オー
バーサブスクリプション比率が 2.0 の場合には、プロビジョニングされるストレージの全容
量は、利用可能な全ストレージ容量の 2 倍まで許容されます。

provisioned_capacity: プロビジョニングされているストレージの見かけ上の容量。このパ
ラメーターは、max_over_subscroption_ratio の計算に使用されます

Firewall-as-a-Service (FWaaS)

Firewall-as-a-Service プラグインは、OpenStack Networking (neutron) に境界ファイアウォール管理
機能を提供します。FWaaS は iptables を使用して、ファイアウォールポリシーをプロジェクト内の
全仮想ルーターに適用し、1 プロジェクトあたりで 1 つのファイアウォールポリシーと論理ファイ
アウォールインスタンスをサポートします。FWaaS は、OpenStack Networking (neutron) ルーター
でトラフィックをフィルタリングすることによって境界で稼働します。インスタンスレベルで稼働
するセキュリティーグループとは、この点が異なります。

運用ツール運用ツール

運用ツールとは、トラブルシューティングを円滑に行うためのロギング/モニタリングツールです。
一元化された、使い易い分析/検索ダッシュボードにより、トラブルシューティングが簡素化され、
サービスの可用性チェック、閾値警報管理、データの収集/グラフ表示などの機能が利用できるよう
になりました。

VPN-as-a-Service (VPNaaS)

VPN-as-a-Service により、OpenStack 内でVPN 接続を作成/管理することができます。

Time-Series-Database-as-a-Service (TSDaaS)

Time-Series-Database-as-a-Service (gnocchi) はマルチテナントのメトリックおよびリソースの
データベースです。大規模なメトリックを格納する一方でオペレーターやユーザーにメトリックお
よびリソースの情報へのアクセスを提供します。

リリースノートリリースノート
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第3章 リリースの情報
本リリースノートは主に、今回リリースされた Red Hat OpenStack Platform のデプロイメント中に考
慮すべきテクノロジープレビューの項目、推奨事項、既知の問題、非推奨となった機能について記載し
ています。

Red Hat Enterprise Linux OpenStack Platform の本リリースのサポートライフサイクル中にリリースさ
れたアップデートについての注記は、各アップデートに付属のアドバイザリーテキスト、または「4
章テクニカルノート」に表示されます。

3.1. 機能拡張

Red Hat OpenStack Platform の今回のリリースでは、以下の機能拡張が提供されています。

BZ#1275439

この機能により、デプロイしたオーバークラウドに Puppet マニフェストを再度適用すること
ができるので、オーバークラウドには必要な設定が確保され、設定ファイルを誤って変更または
削除してしまった場合に復旧することができます。

オーバークラウドノードで Puppet を再度実行するには、「--templates」オプションを省
略し、デプロイメントの最初に以下の 2 つの環境ファイルを指定します。

* /usr/share/openstack-tripleo-heat-templates/overcloud-resource-
registry-puppet.yaml
* /usr/share/openstack-tripleo-heat-
templates/extraconfig/pre_deploy/rhel-registration/rhel-registration-
resource-registry.yaml

以下に例を示します。

$ openstack overcloud deploy -e ~/templates/overcloud-resource-registry-
puppet.yaml -e ~/templates/extraconfig/pre_deploy/rhel-
registration/rhel-registration-resource-registry.yaml [additional 
arguments from initial deployment]

BZ#1267951

今回の更新で、ネストされたクォータが導入されました。デプロイ担当者は、CInder で親プロ
ジェクトから継承されたサブプロジェクトを使用することで、階層のあるクォータを管理できる
ようになりました。

BZ#1258643

多様なストレージバックエンドを使用するデプロイメントで管理者がより柔軟に操作を実行でき
るようにするために、Block Storage は QoS、圧縮、レプリケーション、帯域幅の制御、シ
ンプロビジョニングなどのケイパビリティーの標準名を定義できるようになりました。これは、
変更なしに複数のドライバーで機能するボリューム種別の仕様を定義できることを意味します。

BZ#1309455

以前のリリースでは、Dell Jetstream により RGW パッケージが Red Hat OpenStack 
Platform コントローラーノードにデプロイされ、この機能を利用できるようにするには、RGW 
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パッケージを手動でコピーする必要がありました。

今回のリリースでは、RGW パッケージはオーバークラウドのフルイメージに事前にインストー
ルされるので、RGW のコンポーネントに必要な操作は単に設定と起動するだけとなり、
OpenStack のコントローラーノードへの RGW のデプロイが容易に実行できるようになりまし
た。

BZ#1266156

OpenDaylight OpenStack neutron ドライバーは、neutron プロジェクトから分離し
て、新たなパッケージ python-networking-odl に移動しました。オペレーターは、このド
ライバーを引き続き Red Hat OpenStack Platform インストール環境の一部として使用す
ることができます。

BZ#1189502

今回の更新で、タイムアウトを指定するための設定が追加されました。タイムアウトするまでに
「Active」な状態にならなかったクラスターは自動的に削除されます。

BZ#1167565

今回の更新により Image サービス (glance) によってホストされる共通の API が追加され
ました。これにより、ベンダー、管理者、サービス、ユーザーは利用可能なキー/値のペアおよ
びタグのメタデータを意味があるように定義することができます。これは、OpenStack ユー
ザーのために、アーティファクト、サービス、プロジェクト全体にわたるコラボレーションを向
上させることが目的です。
この定義は、異なる種別のリソース (イメージ、アーティファクト、ボリューム、フレーバー、
アグリゲートなど) に利用可能なメタデータを記述します。定義には、プロパティーの種別、
キー、説明、制限などが含まれます。このカタログは、特定のインスタンスのプロパティーには
値を保存しません。
たとえば、多数のコアの仮想 CPU トポロジーのプロパティーの定義には、使用するキー、説
明、値の制限 (整数を指定する必要があるなど) が含まれます。その結果、ユーザーは 
(Dashboard を使用可能) このカタログを検索し、フレーバーやイメージに追加することので
きる利用可能なプロパティーを一覧表示することができます。ユーザーは、一覧に表示される仮
想 CPU トポロジーのプロパティーを確認すると、整数を指定する必要があることがわかりま
す。Dashboard の例では、ユーザーがプロパティーを追加すると、キーと値は、そのリソース
を所有するサービス (フレーバーは nova、イメージは glance) に保管されます。

BZ#1104445

メンテナンス中のホストからインスタンスのコールドマイグレーションまたはライブマイグレー
ションができるようになりました。Dashboard の システム > ハイパーバイザー > コン
ピュートホストタブの新しいアクションボタンで、管理ユーザーはインスタンスのマイグレー
ションのオプションを設定することができます。

コールドマイグレーションのオプションを選択すると、インスタンスは別のホストに移行されて
再起動します、移行先はスケジューラーによって選択されます。このタイプのマイグレーション
は、管理ユーザーが Dashboard で「live_migrate」オプションを選択していない場合、ま
たは移行するインスタンスが稼働中でない場合に使用する必要があります。

ライブマイグレーションのオプションを選択すると、インスタンス ("Power state" = 
"active") はホスト間で移行されますが、再起動はしません。移行先は任意です (管理ユー
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ザーによる定義またはスケジューラーによる選択が可能)。このタイプのマイグレーションは、
管理ユーザーが Dashboard で「live_migrate」オプションを選択している場合、または移
行するインスタンスがまだ稼働中の場合に使用する必要があります。

BZ#1240989

director では、オーバークラウドに Firewall-as-a-Service エージェントはインストー
ルされません。この機能は director の今後のリリースで実装される予定です。

BZ#1291739

「neutron router-gateway-set」コマンドが「--fixed-ip」オプションをサポートする
ようになりました。このオプションにより、外部ネットワークで使用する Fixed IP アドレス
とサブネットを設定することができます。この IP アドレスは、OpenStack Networking 
サービス (openstack-neutron) がソフトウェアレベルのインターフェースに接続して、テ
ナントネットワークを外部ネットワークに接続するのに使用されます。

BZ#1238807

今回の機能拡張により、ノードごとに hieradata を配置して、UUID (「dmidecode」で報
告される) からノードを照合できるようになりました。
これにより、異なる数および種別のディスクを搭載した複数のノードにわたって CephStorage 
をスケーリングすることが可能です。
その結果、CephStorage ノードは、同種でないディスクのトポロジーで設定することが可能と
なりました。これは、ceph::profile::params::osds パラメーターに異なる設定ハッシュ
をプロビジョニングして設定します。

BZ#1192641

今回のリリースでは、セキュリティーの分離を提供するために、「/usr/local」のパスがデ
フォルトの Block Storage の rootwrap の設定から削除されました。その結果、
「/usr/local/」から「root」ユーザーとしてコマンドを実行する Block Storage サービ
スに依存するデプロイメントは、そのコマンドが機能するための設定を追加する必要がありま
す。

BZ#1100542

OpenStack Dashboard のテーブルには、多数のエンティティーについての情報のサマリーが
表示されます。今回の更新で、テーブルの機能が拡張され、テーブル内で情報がスライドダウン
式の「ドロワー」として表示されるようになりました。これは、その行内で切り替えスイッチを
クリックすると有効になります。ドロワーは追加の行として表示され (高さを設定可能)、その
行のエンティティーの追加情報が含まれます (例: 追加のエンティティー情報、メトリック、
グラフなど)。一度に複数のドロワーを開くことが可能です。

BZ#1305023

今回の更新により、Dashboard (horizon) が IPv6 アドレスを仮想 IP アドレスとして
ロードバランシングプールに受け入れるようになりました。その結果、Dashboard を使用し
て、ロードバランシングプール上の IPv6 アドレスを設定することができます。

BZ#1042947
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今回の更新で、Block Storage (cinder) サービスのボリューム移行がサポートされるよう
になりました。この操作は OpenStack Dashboard の「Volumes」パネル (プロジェクト-> 
コンピュート -> ボリュームと、管理-> システムパネル-> ボリューム) で、表内の「ボ
リューム」の行で実行できます。
このシリーズの最終パッチで、コマンドのアクション自体の問題 (以前のリリースでは、パラ
メーターの誤りとパラメーターカウントの問題が原因でエラーが発生していました) も解決され
ました。

BZ#1240987

director はオーバークラウドに Load Balancing-as-a-Service エージェントをインス
トールしません。この機能は、director の今後のリリースで実装される予定です。

BZ#1167563

今回の更新で「Launch Instance」のワークフローが再設計/再実装され、応答性が向上しま
した。

1. この更新を有効にするには、以下の値を /etc/openstack-
dashboard/local_settings ファイルに追加します。

LAUNCH_INSTANCE_LEGACY_ENABLED = False
LAUNCH_INSTANCE_NG_ENABLED = True

2. 「httpd」を再起動します。
# systemctl restart httpd

BZ#1189517

再利用するためのジョブテンプレートを作成する場合には、 OpenStack Data Processing 
(sahara) でデータソースの URL の変数を登録することができるようになりました。この登
録により、実際の URL 変更 (その場合はテンプレートの編集や、ジョブ間で実行ごとに URL 
の変更が必要) ではなく、実行ごとに入出力パスを容易に変更することができます。

これにより、データソースジョブが実行ごとに可変の場合 (実際の利用環境の大半が該当) 
に、ジョブテンプレートを容易に再利用できるようになりました。

BZ#1279812

今回のリリースでは、パネルが設定可能になりました。設定スニペットを使用して、パネルを追
加/削除することができます。

たとえば、「リソースパネル」削除するには、以下のように設定します。

* 「/usr/share/openstack-dashboard/openstack_dashboard/local/enabled」に
ファイルを配置します。
* そのファイルに「_99_disable_metering_dashboard.py」という名前を付けます。
* 以下のコンテンツをそのファイルにコピーします。

# The slug of the panel to be added to HORIZON_CONFIG. Required.
PANEL = 'metering'
# The slug of the dashboard the PANEL associated with. Required.
PANEL_DASHBOARD = 'admin'
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# The slug of the panel group the PANEL is associated with.
PANEL_GROUP = 'admin'
REMOVE_PANEL = True

* Restart the Dashboard httpd service:
# systemctl restart httpd

詳しい説明は、https://access.redhat.com/documentation/en/red-hat-
enterprise-linux-openstack-platform/ で提供しているRed Hat OpenStack 
Platform ドキュメントスイートの『Configuration Reference Guide』の「Pluggable 
Dashboard Settings」のセクションを参照してください。

BZ#1149599

今回の機能拡張により、イメージ ID またはイメージ名のいずれかを指定して、Block 
Storage (cinder) を使用したボリューム作成ができるようになりました。

BZ#1258645

今回の機能拡張により、新たにスケーリングされたバックエンドのレプリケーション実装 (バッ
クエンド間) が追加されました。作業の大半はドライバーに任されますが、基本的な管理 API 
メソッドが提供されます。この機能は、レプリケーションがボリューム種別レベルで設定されて
いる場合に、cinder ドライバーがそのケイパビリティーを報告する際に利用することができま
す。以下の新規オプションが利用できるようになりました。
replication_enabled: True に設定します。
replication_type: async、sync
replication_count: レプリカ数

BZ#1214230

今回の更新で、Block Storage の「snapshots-list」および「backups-list」のコマン
ドでペジネーションの新機能が追加され、パラメーターを制限、マーカー、ソートして返される
結果数、開始する要素、およびその順序を制御することができるようになりました。

何千にもおよびスナップショットやバックアップのある大型デプロイメントでは、データセット
全体ではなく限定された数の結果を取得する方法が非常に役立ちます。

BZ#1257306

今回のリリースでは、glance イメージのイメージ署名/検証の機能をテクノロジープレビュー
として提供しています。この機能は、ユーザーがイメージをアップロードした後に変更されない
ようにすることでイメージの整合性を保護します。この機能により、イメージに署名し、起動可
能なイメージを使用する際に署名を検証することができます。

BZ#1266104

今回の更新では、neutron QoS (Quality of Service) の機能拡張により、テナントネッ
トワークの品質と制限に対する制御が向上しました。オーバークラウドは Neutron QoS の機
能拡張が有効な状態でデプロイされるようになりました。

BZ#1262106

今回の機能拡張により、Object Storage (swift) に cinder ボリュームをバックアップ
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するのと同じユーザーインターフェースを使用して、Block Storage (cinder) ボリューム
をバックアップできるようになりました。
この機能は、Ceph がすでに使用されている場合に、第 2 のオブジェクトストアの必要性を回
避するために拡張されました。

BZ#1295690

以前のリリースでは、HA または DVR のどちらでもないルーターを HA ルーターに変換するこ
とはできませんでした。代わりに、新規ルーターを作成して、全リソース (インターフェース、
ネットワークなど) を古いルーターから新しいルーターに再接続する必要がありました。今回の
更新では、簡単なコマンドを実行して、レガシーのルーターを HA または非 HA ルーターに変
換できる機能が追加されました。

# neutron router-update ROUTER --admin-state-up=False
# neutron router-update ROUTER --ha=True/False
# neutron router-upgrade ROUTER --admin-state-up=True

ROUTER は、変換するルーターの ID または名前に置き換えてください。

BZ#1166963

以前のネットワークトポロジーの UI は、ノードやネットワークの数が多くなると適切に機能
しなかったため、今回の更新で、曲率ベースのグラフに変更されました。 

新しいネットワークトポロジーマップは、より多くのノードに対応できる上、外観もスタイリッ
シュで、ノードのレイアウトを再構成することが可能です。

BZ#1229634

以前のバージョンでは、プライベートネットワーク内の S3 バックエンドにリモートでセキュ
アにアクセスする方法がありませんでした。

今回の更新で、新たな機能が追加され、Image サービスの S3 ドライバーは、HTTP プロキ
シーを介して、別のネットワークから S3 バックエンドにセキュアに接続できるようになりま
した。

BZ#1282429

今回の更新では、API ワーカープロセスカウントに新たなパラメーターが追加され、オーバー
クラウドのメモリー使用を微調整し、処理能力を要求することができます。追加されたパラメー
ターは、CeilometerWorkers、CinderWorkers、GlanceWorkers、HeatWorkers、
KeystoneWorkers、NeutronWorkers、NovaWorkers、SwiftWorkers です。

BZ#1312373

今回の更新で、Ceilometer がイベントを保管するためのオプションが追加されました。保管
されたイベントは、後で Ceilometer API を使用して取得することができます。これは、
メッセージバスをリッスンしてイベントをキャプチャーする代わりとなる機能です。設定につい
ての簡単な説明は、https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1318397 に記載
しています。

BZ#1168359
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Nova のインスタンス向けシリアルコンソール API が開示されるようになりました。シリアル
コンソールは、VNC や SPICE をサポートしていないハイパーバイザーでも利用できます。今
回の更新では、この機能がダッシュボードでサポートされるようになりました。

3.2. リリースノート

このセクションでは、Red Hat OpenStack Platform の注目すべき変更点や推奨プラクティスなど、今回
のリリースに関する重要な情報を記載しています。お使いのデプロイメントに最大限の効果をもたらす
ために、以下の情報を考慮する必要があります。

BZ#1244555

Block Storage サービスがイメージからボリュームを作成する場合には、イメージを Image 
サービスからからイメージ変換ディレクトリーにダウンロードします。このディレクトリーは、
/etc/cinder/cinder.conf の「image_conversion_dir」オプション ([DEFAULT] セ
クション下) で定義します。デフォルトでは、「image_conversion_dir」は 
/var/lib/cinder/conversion に設定されます。

イメージ変換ディレクトリーが容量不足になると (一般的には、大型のイメージから複数のボ
リュームが同時に作成される場合など)、イメージからボリュームの作成を試みても失敗してし
まいます。 さらに、イメージからのボリューム作成が必要なインスタンスの起動を試みた場合
にも操作は失敗します。このようなエラーは、イメージ変換ディレクトリーに十分な空き容量が
できるまで続きます。 

そのため、イメージ変換ディレクトリーには、ユーザーがイメージから同時に作成するボリュー
ムの標準的な数に十分な容量を確保すべきです。デフォルト以外にイメージ変換ディレクトリー
を定義する必要がある場合には、以下のコマンドを実行してください。

    # openstack-config --set /etc/cinder/cinder.conf DEFAULT 
image_conversion_dir <NEWDIR>

<NEWDIR> は新規ディレクトリーに置き換えます。この操作が完了したら、Block Storage 
サービスを再起動して、新しい設定を適用します。

    # openstack-service restart cinder

BZ#1300735

今回のリリースでは、Dashboard (horizon) の「Metering」パネル は、パフォーマンス
の問題により無効になっています。

BZ#1266050

Open vSwitch (openvswitch) のパッケージがアップストリームのバージョン 2.4.0 に
リベースされました。

3.3. 既知の問題

現時点における Red Hat OpenStack Platform の既知の問題は以下のとおりです。

BZ#1237009

第第3章章 リリースの情報リリースの情報

21

https://bugzilla.redhat.com/1244555
https://bugzilla.redhat.com/1300735
https://bugzilla.redhat.com/1266050
https://bugzilla.redhat.com/1237009


swift のプロキシーポートは、アンダークラウドのファイアウォールで拒否されます。これ
は、swift プロキシーがローカルホストからの接続のみを受け入れることを意味します。回避
策として、ファイアウォールで swift のプロキシーポートを開放します。

# sudo iptables -I INPUT -p tcp --dport 8080 -j ACCEPT

これで、リモートマシンからの swift プロキシーへの接続が有効になります。

BZ#1268426

プロビジョニングネットワークで IP アドレスの競合が確認された場合に発生する可能性のあ
る既知の問題があります。この問題により、使用済みの IP アドレスが割り当てられたホスト
では、検出やデプロイのタスクが失敗します。
この問題は、プロビジョニングネットワークのポートスキャンを実行することで、回避すること
ができます。アンダークラウドノードから実行すると、検出で使用される IP アドレスとホス
トの IP アドレス範囲は割り当てのために利用可能かどうかを確認するのに役立ちます。 この
スキャンは、nmap ユーティリティーを使用して実行することができます。以下に例を示します 
(ネットワークは、サブネットのプロビジョニングネットワークネットワークに CIDR 形式で置
き換えます):
----
$ sudo yum install -y nmap
$ nmap -sn 192.0.2.0/24
----
その結果、使用中の IP アドレスが undercloud.conf の IP アドレス範囲と競合する場合
には、イントロスペクションプロセスを実行する前またはオーバークラウドノードをデプロイす
る前に、その IP アドレスの範囲を変更するか、IP アドレスを解放する必要があります。

BZ#1204259

Glance で、glance.store.http.Store は、/etc/glance/glance.conf に 
known_store として設定されていないため、Glance クライアントで --copy-from 引数を
使用してイメージを作成することはできません。このコマンドを実行すると、「400 Bad 
Request」エラーが表示されて操作が失敗します。回避策として、/etc/glance/glance-
api.conf を編集して、「store」設定オプションのリストに glance.store.http.Store 
を追加してから、openstack-glance-api サーバーを再起動します。これにより、--copy-
from 引数を使用した Glance イメージの作成を正常に実行できるようになります。

BZ#1266565

現在、特定の設定ステップにはオーバークラウドコントローラーに SSH 接続する必要があり、
オーバークラウドノードに到達するには、仮想 IP を通過する必要があります。
お使いの環境で外部のロードバランサーを使用している場合には、このステップで接続は成功し
ない可能性が高くなります。この問題を回避するには、外部のロードバランサーがポート 22 
を転送するように設定すると、仮想 IP へ正常に SSH 接続できるようになります。

BZ#1243188

アンダークラウドのインストーラーは、以下のハードコードされたファイルパスを使用します。

* undercloud.conf は ~/undercloud.conf にハードコード
* instack.answers は ~/instack.answers にハードコード
* tripleo-undercloud-passwords は ~/tripleo-undercloud-passwords にハード
コード
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* install-undercloud.log は ~/.instack/install-undercloud.log にハードコー
ド

これらのファイルは必ず存在している必要があります。存在しない場合には、アンダークラウド
のインストールは失敗します。

BZ#1274687

現在、director がパブリック API に接続して最終の設定のデプロイ後のステップを完了す
るのに必要となる既知の要件があります。この要件は、アンダークラウドノードにはパブリック 
API へのルートが 1 つあることと、そのルートが標準の OpenStack API ポートおよびポー
ト 22 (SSH) で到達可能である必要があることです。
この要件に対応するには、デプロイ後のタスクで使用するコントローラー上の外部ネットワーク
にアンダークラウドが到達可能かをチェックしておいてください。 このような準備をしておく
ことにより、アンダークラウドはデプロイ後にパブリック API に正常に接続して、最終の設定
タスクを実行することができます。これらのタスクは、admin アカウントを使用して新規作成
したデプロイメントを管理するのに必要です。

BZ#1225069

セキュリティー上の理由により、オーバークラウドではデフォルトで SSH キーベースのアクセ
スのみが許可されてます。virt-customize ツールを使用すると、オーバークラウドのディス
クイメージで root パスワードを設定することができます。このツールは、Red Hat 
Enterprise Linux Extras チャンネルで提供しています。ツールをインストールし、オー
バークラウドのイメージをダウンロードした後には、以下のコマンドを実行して root パス
ワードを変更します。

$ virt-customize -a overcloud-full.qcow2 --root-password password:
<my_root_password>

この操作は、「openstack overcloud image upload」コマンドで glance にイメージを
アップロードする前に実行してください。

BZ#1312155

controller_v6.yaml テンプレートには、管理ネットワークの VLAN 用のパラメーター 1 
つ含まれています。このパラメーターは、現在のバージョンの director ではサポートされて
いないので、管理ネットワークに関する他のコメントとともに無視しても安全です。管理ネット
ワークの参照は、カスタムテンプレートにコピーする必要はありません。

このパラメーターは将来のバージョンでサポートされる予定です。

BZ#1227955

番号付きの NIC のエイリアス (nic1、nic2 など) に数えられるのは、スイッチポートへの
有効な接続がある NIC のみです。回避策として、director には各ノードから全インター
フェース上の最初のコントローラーを ping するスクリプトが含まれています。デプロイメン
ト時に接続されていないリンクがあるノードの場合には検出されるので、修正することが可能で
す。もうひとつの可能な回避策としては、各ホストに NIC 番号から物理 NIC へのマッピング
が記載されたマッピングファイルを使用する方法です。1 つまたは複数のオーバークラウドノー
ドで　リンクが停止しているため正しく設定を行わない場合には、検出されるようになり、
OverCloud は再度デプロイすることが可能です。
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BZ#1177611

High Availability (VRRP) ルーターと L2 Population の対話で、既知の問題が確認さ
れました。現在、HA ルーターをサブネットに接続すると、HA ルーターは設計上、分散ポート
を使用します。各ルーターには、スケジューリングされている各ノード上の同じポートの詳細が
含まれています。そのポートへの IP が設定されているのはマスタールーターのみで、全ス
レーブルーターのポートには IP が設定されていません。
そのため、L2Population は古い情報を使用して、ルーターがノード上にあることを通知しま
す (そのポートのポートバインド情報で示されます)。
その結果、論理ネットワーク上にポートがあるノードにはそれぞれ、ポートがバインドされるこ
とが想定されるノードに対してのみトンネルが作成されます。また、作成したトンネル経由で、
そのポートに対するトラフィックが送信されるように、転送のエントリーが設定されます。
ただし、ポートバインドで指定されたノード上にマスターのルーターがある保証はないため、こ
のアクションは失敗する可能性があります。また、マスタールーターが実際にノード上にある場
合には、フェイルオーバーのイベントにより、マスタールーターが別のノードに移動されるた
め、ルーターとの接続性が失われてしまいます。

BZ#1241644

openstack-cinder-volume が LVM バックエンドの使用時にオーバークラウドノードが再
起動すると、ファイルベースのループバックデバイスは再度作成されません。回避策として、
ループバックデバイスを手動で再作成します。

$ sudo losetup /dev/loop2 /var/lib/cinder/cinder-volumes

次に、openstack-cinder-volume を再起動します。openstack-cinder-volume はオー
バークラウドコントローラーノードの高可用性クラスター内では、一回に 1 つのノードでしか
実行できません。ただし、ループバックデバイスは、全ノード上に存在します。

BZ#1239130

director はデプロイメントの前または実行中にネットワークの検証を提供しません。そのた
め、ネットワーク設定が適切でないデプロイメントが数時間実行されて、何も出力が表示されず
に結果的に失敗する可能性があります。ネットワーク検証のスクリプトは現在開発中で、将来の
リリースで実装される予定です。

BZ#1269005

今回のリリースでは、Red Hat OpenStack Platform director は、コントローラーノー
ド 3 台で構成される高可用性 (HA) のオーバークラウドデプロイメントのみをサポートして
います。

3.4. 非推奨の機能

本項には、サポートされなくなった機能、または今後のリリースでサポートされなくなる予定の機能に
ついて記載します。

BZ#1295573

Red Hat OpenStack Platform 8 (Liberty) では、Red Hat はエンドツーエンドのスト
レージソリューションとして、Ceph との統合をさらに緊密化するための開発を進めており、今
後のサポートのための取り組みはすべて、この方針に応じて方向付けされます。
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現在、Red Hat Ceph Storage は、Block Storage と Object Storage の両サービス
のバックエンドとして完全にサポートされています。次のメジャーリリースでは、Ceph はスト
レージを使用する OpenStack の全コンポーネントでサポートされる予定です。このサポート
により、コモディティーストレージハードウェアの使用を望むユーザーに向けた統合ストレージ
ソリューションが提供されます。

この方針に沿って、Red Hat Gluster Storage は本リリースで非推奨となり、今後のリ
リースでは、Gluster 関連のドライバーはすべて削除される予定です。 将来の更新でコモ
ディティーストレージハードウェアを引き続き使用する場合には、Gluster バックエンドの
サービスを適宜に移行する必要があります。

さらに、Red Hat Gluster Storage と File Share サービス (Manila) の併用も本リ
リース以降ではサポートされないので、そのための各 Gluster ドライバーも削除されます。

Red Hat OpenStack Platform は、Image サービスのバックエンド (SwiftOnFile) と
してのGlusterFS ボリュームの使用は引き続きサポートします。

BZ#1296135

今回のリリースでは、PolarSSL/mbedtls に伴う既知のセキュリティー問題が原因で、
PowerDNS (pdns) はサポートされていません。

Designate は BIND9 をバックエンドとして使用できるようになりました。
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第4章 テクニカルノート
本章には、コンテンツ配信ネットワークからリリースされる Red Hat OpenStack Platform「Liberty」の
エラータアドバイザリーの補足情報を記載します。

4.1. RHEA-2016:0603 - RED HAT OPENSTACK PLATFORM 8 機能拡張ア
ドバイザリー

本項に記載するバグは、アドバイザリー RHEA-2016:0603 で対応しています。このアドバイザリーに
ついての詳しい情報は、https://access.redhat.com/errata/RHEA-2016:0603.html を参照してください。

diskimage-builder

BZ#1307001

diskimage-builder パッケージは、アップストリームのバージョン 1.10.0 に更新されま
した。このバージョンでは、多数のバグが修正され、以前のバージョンよりも機能が拡張されて
います。python-devel パッケージがデフォルトで削除されなくなったのは注目すべき点で
す。以前のバージョンでは、これが原因で、その他のパッケージも削除されていました。

memcached

BZ#1299075

以前のリリースでは、memcached は IPv6 アドレスをバインディングできなかったため、
IPv6 環境で memcached は起動に失敗していました。
今回の更新では、この問題に対処するために、memcached-1.4.15-9.1.el7ost が IPv6 
対応となりました。

mongodb

BZ#1308855

今回のリベースパッケージにより、範囲クエリーのパフォーマンスが向上されました。特に、
「$or」演算子を使用するクエリーが 2.4 リリースで影響を受けていました。これらのリグ
レッションは 2.6 で修正されました。

openstack-cinder

BZ#1272572

以前のリリースでは、Block Storage コンポーネントのバグにより、クォータを使用してい
る場合には Identity API v2 との互換性がありませんでした。このため、Block Storage 
のクォータに関する情報を管理する際にエラーが発生していました。今回の更新により、Block 
Storage は Identity API v2 との互換性があるように更新され、Dashboard がボリュー
ムのクォータに関する情報を正しく取得できるようになりました。

BZ#1295576

リリースノートリリースノート

26

https://access.redhat.com/errata/RHEA-2016:0603.html
https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1307001
https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1299075
https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1308855
https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1272572
https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1295576


以前のリリースでは、cinder API サーバーのクォータコードにバグがあり、「auth_uri」
を使うべきところで「encryption_auth_url」を使用していたため、cinder がクォータ情
報を問い合わせると、keystone との通信に失敗し、cinder はクライアントに HTTP 500 
エラーを返していました。
この問題は 7.0.1 で解決されました。
7.0.1 の Cinder API サービスが修正され、cinder quota コマンドが想定通りに動作す
るようになりました。

BZ#1262106

今回の機能拡張により、Object Storage (swift) に cinder ボリュームをバックアップ
するのと同じユーザーインターフェースを使用して、Block Storage (cinder) ボリューム
をバックアップできるようになりました。
この機能は、Ceph がすでに使用されている場合に、第 2 のオブジェクトストアの必要性を回
避するために拡張されました。

BZ#1179445

以前のリリースでは、Block Storage (cinder) のバッキングストアとして Ceph を使用
すると、大型のボリュームの削除やフラット化などの操作により、他のドライバースレッドがブ
ロックされてしまう可能性がありました。
このため、スレッドを削除したりフラット化したりすると、その処理が完了するまで cinder 
は他の操作を実行できなくなる場合がありました。
今回の修正により、スレッドの削除およびフラット化は同じプロセスのグリーンスレッドとして
ではなくサブプロセスで実行されるようになりました。
その結果、削除およびフラット化の操作はバックグラウンドで実行されるようになり、その他の 
cinder の操作 (ボリュームの作成やアタッチなど) を同時に実行できるようになりました。

BZ#1192641

今回のリリースでは、セキュリティーの分離を提供するために、「/usr/local」のパスがデ
フォルトの Block Storage の rootwrap の設定から削除されました。その結果、
「/usr/local/」から「root」ユーザーとしてコマンドを実行する Block Storage サービ
スに依存するデプロイメントは、そのコマンドが機能するための設定を追加する必要がありま
す。

BZ#1258645

今回の機能拡張により、新たにスケーリングされたバックエンドのレプリケーション実装 (バッ
クエンド間) が追加されました。作業の大半はドライバーに任されますが、基本的な管理 API 
メソッドが提供されます。この機能は、レプリケーションがボリューム種別レベルで設定されて
いる場合に、cinder ドライバーがそのケイパビリティーを報告する際に利用することができま
す。以下の新規オプションが利用できるようになりました。
replication_enabled: True に設定します。
replication_type: async、sync
replication_count: レプリカ数

BZ#1258643

多様なストレージバックエンドを使用するデプロイメントで管理者がより柔軟に操作を実行でき
るようにするために、Block Storage は QoS、圧縮、レプリケーション、帯域幅の制御、シ
ンプロビジョニングなどのケイパビリティーの標準名を定義できるようになりました。これは、
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変更なしに複数のドライバーで機能するボリューム種別の仕様を定義できることを意味します。

BZ#1267951

今回の更新で、ネストされたクォータが導入されました。デプロイ担当者は、CInder で親プロ
ジェクトから継承されたサブプロジェクトを使用することで、階層のあるクォータを管理できる
ようになりました。

openstack-glance

BZ#1167565

今回の更新により Image サービス (glance) によってホストされる共通の API が追加され
ました。これにより、ベンダー、管理者、サービス、ユーザーは利用可能なキー/値のペアおよ
びタグのメタデータを意味があるように定義することができます。これは、OpenStack ユー
ザーのために、アーティファクト、サービス、プロジェクト全体にわたるコラボレーションを向
上させることが目的です。
この定義は、異なる種別のリソース (イメージ、アーティファクト、ボリューム、フレーバー、
アグリゲートなど) に利用可能なメタデータを記述します。定義には、プロパティーの種別、
キー、説明、制限などが含まれます。このカタログは、特定のインスタンスのプロパティーには
値を保存しません。
たとえば、多数のコアの仮想 CPU トポロジーのプロパティーの定義には、使用するキー、説
明、値の制限 (整数を指定する必要があるなど) が含まれます。その結果、ユーザーは 
(Dashboard を使用可能) このカタログを検索し、フレーバーやイメージに追加することので
きる利用可能なプロパティーを一覧表示することができます。 ユーザーは、一覧に表示される
仮想 CPU トポロジーのプロパティーを確認すると、整数を指定する必要があることがわかりま
す。Dashboard の例では、ユーザーがプロパティーを追加すると、キーと値は、そのリソース
を所有するサービス (フレーバーには nova、イメージには glance) に保管されます。

openstack-gnocchi

BZ#1252954

今回のリベースパッケージは、https://launchpad.net/gnocchi/+milestone/1.3.0 に
リストされているバグに対処しました。
#1511656: gnocchi-metricd が空のメジャーリストをトレース
#1496824: Gnocchi の更新のアラームで 400 が返される場合がある
#1500646: Ceph とgnocchi-metricd でのデータ破損により、Ceph プール全体が削除さ
れ全データを失う
#1503848: instance_disk および network_interfaces にコントローラーがない
#1505535: py34 + tooz + PG で断続的なゲートエラー
#1471169: MySQL のインデクサーがデッドロックで停止する場合がある
#1486079: メトリックの削除は非同期にすべき
#1499372: Metricd は破損した新規メジャーファイルの対応を改善すべき
#1501344: archive_policy_rules の評価が指定されていない
#1504130: ミドルウェア設定の調整
#1506628: メジャーの取得に粒度別のフィルターを追加
#1499115: api.workers = 2 と Ceph で gnocchi-api がハング
#1501774: gate 内で "sudo: .tox/py27-gate/bin/testr: command not found" 
のエラーで機能テストが失敗
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openstack-heat

BZ#1303084

以前のリリースでは、heat は最新のプロパティーの定義に基づいて、古いプロパティーの検証
を試みていました。そのため、director のアップグレード中に、プロパティーの定義が種別
を変更すると、heat が以前のプロパティー値の検証を試みる際に、「TypeError」でプロセス
が失敗していました。
今回の修正により、heat は古いプロパティー値の検証は試みないようになりました。
その結果、heat は新しいプロパティー値のみを検証するので、プロパティースキーマ定義の変
更を正常に処理できるようになりました。

BZ#1318474

以前のリリースでは、クラウドの更新時に director はパッチ更新を使用していたので、作成
時に渡された全パラメーターが再利用されていました。更新で削除されたパラメーターは、検証
に失敗していました。そのため、パッチ更新を使用して、削除されたパラメーターを使用するス
タックを更新すると、そのパラメーターを明示的に消去しない限りは操作は失敗していました。
今回の修正により、heat によるパッチ更新の処理が変更され、新規テンプレートに存在しない
パラメーターは無視されるようになりました。
その結果、最上位のパラメーターを削除して、修正プログラムで更新を行うことができるように
なりました。

BZ#1303723

以前のリリースでは、heat は保管されているコンテキストを読み込む際に、コンテキストロー
ルは空のままにしていました。シグナル化の際には、heat は保管されていたコンテキスト 
(trust scoped token) を使用し、そのコンテキストにロールがなかった場合には、動作は
失敗していました。そのため、「trustee has no delegated roles」のエラーでプロセス
は失敗していました。 今回の修正では、保管されているコンテキストの読み込み時にロールを
追加することによってこの問題に対処しています。その結果、auth ref を読み込み、トークン
からロールが追加されると、コンテキストロールに対して実行される RBAC が想定通りに機能
することが確認され、スタックの更新が成功します。

BZ#1303112

以前のリリースでは、heat でいくつかの neutron リソースのプロパティー名が変更されま
した。heat はリソースの作成時には古い名前をサポートするメカニズムを使用していました
が、以前のバージョンで作成したリソースの検証で失敗していました。そのため、Red Hat 
OpenStack Platform 8 を使用して、バージョン 7 (またはそれ以前のバージョン) で作成
した、neutron ポートリソースを使用するスタックを更新すると、「None」オブジェクトの
ルックアップの試行で失敗していました。
今回の修正では、heat がリソースを更新すると、古いプロパティーにも変換メカニズムが使用
されるようになり、その結果、非推奨となったプロパティーのサポートは、以前のバージョンで
作成したリソースで想定されるように機能します。

openstack-ironic-python-agent

BZ#1312187

以前のリリースでは、デプロイメントの ramdisk 実行時に間に合うようにハードドライブが
利用できないことがありました。そのため、ramdisk が必要なルートデバイスを見つけられな
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い場合には、デプロイメントが失敗していました。今回の更新では、ramdisk 内のディスクを
列挙する前に「udev settle」コマンドが実行されるようになり、ルートデバイスが見つから
ないことが原因でデプロイメントが失敗することはなくなりました。

openstack-keystone

BZ#1282944

Identity サービス (keystone) で、「enabled emulation」機能を使用している場合に
は、ユーザーが有効かどうかを確認する際に、ハードコードされた LDAP メンバーシップ属性
が使用されていました。
そのため、予想外の LDAP メンバーシップ属性が使用されている場合には、「enabled」の
ユーザーが「disabled」として表示される場合がありました。
今回の修正により、「enabled emulation」のメンバーシップのチェックで、グループリソー
スに使用される設定可能な LDAP メンバーシップ属性を使用するようになりました。
その結果、異なる LDAP メンバーシップ属性が設定されている場合に、ユーザーの
「enabled」ステータスが正しく表示されるようになりました。

BZ#1300395

Identity サービスの今回のリベースパッケージでは、以下の問題に対処しました。

* Identity サービス (keystone) で、「enabled emulation」機能を使用している場合
には、ユーザーが有効かどうかを確認する際に、ハードコードされた LDAP メンバーシップ属
性が使用されていました。そのため、予想外の LDAP メンバーシップ属性が使用されている場
合には、「enabled」のユーザーが「disabled」として表示される場合がありました。今回の
修正により、「enabled emulation」のメンバーシップのチェックで、グループリソースに使
用される設定可能な LDAP メンバーシップ属性を使用するようになりました。異なる LDAP メ
ンバーシップ属性が設定されている場合に、ユーザーの「enabled」ステータスが正しく表示さ
れるようになりました。(Launchpad バグ #1515302、Red Hat BZ#1282944)

* Fernet トークンプロバイダーを使用すると、user_id の長さが 16 文字だった場合に
は、Identity サービスが UUID を処理していると誤って仮定する可能性がありました。これ
により、Identity サービスのログに「Could not find user」(ユーザーは見つかりませ
ん) のエラーが記録されていました。今回のリリースではこの問題は修正され、16 文字のユー
ザー ID が適切に処理されるようになりました。(Launchpad バグ #1497461)

BZ#923598

以前のリリースでは、Identity サービス (keystone) で、管理者が Passlib python モ
ジュールで使用されている上限を超えるパスワードの最大長を設定することが可能でした。
そのため、パスワードの最大長を Passlib の上限を超える値に設定した場合、Passlib の上
限を超えるユーザーパスワードの設定を試みても、HTTP 500 の応答とキャッチされない例外の
エラーが発生して操作は失敗していました。 
今回の更新で、Identity サービスは「max_password_length」の設定値が Passlib の最
大長以下であることを検証するようになりました。
その結果、Identity サービスの「max_password_length」が大きすぎる場合には、設定検
証エラーで起動が失敗するようになりました。

openstack-neutron

BZ#1292570
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以前のリリースでは、「iproute2」の最近のバージョンの「ip netns list」コマンドは予
想外の ID データを返していたため、neutron は名前空間を解析できませんでした。
今回の修正では、neutron で使用するパーサーを更新することによってこの問題に対処しまし
た。その結果、neutron は名前空間を想定通りに解析することが可能となりました。

BZ#1287736

今回の更新の前には、Keepalived の親プロセスが停止すると、L3 エージェントは 
Keepalived プロセスの再起動に失敗していました。これは、Keepalived の子プロセスがま
だ実行中だったためでした。
そのため、L3 エージェントは、Keepalived の親プロセスの停止から復旧できず、このプロ
セスがサービスを提供する HA ルーターが機能しなくなっていました。
今回の更新により、L3 エージェントが Keepalived の子プロセスを認識し、Keepalived 
を再起動する前にクリーンアップするようになりました。
その結果、L3 エージェントは、Keepalived プロセスが停止した後に HA ルーターを復旧で
きるようになりました。

BZ#1290562

Red Hat OpenStack Platform 8 では、新たな RBAC 機能が導入され、neutron ネット
ワークをグローバルに共有する代わりに、特定のテナントリストと共有できるようになりまし
た。この機能の一部として、ネットワークの所有者がそのネットワークに属する全ポートを一覧
表示できるようにすることを試みて、neutron のデフォルトのポリシー .json ファイルは 
I/O のトリガーを開始し、ポートをフェッチするたびにデータベースフェッチを消費していま
した。
そのため、ポートの一覧表示の操作により複数の不要なデータベースフェッチがトリガーされ
て、操作のパフォーマンスに大幅な影響を及ぼしていました。
今回にの更新では、I/O 操作は、たとえば、ポリシーエンジンによって検証されるポートが一
覧表示の操作を呼び出すテナントに属していない場合など、実際に必要な時にだけ実行すること
により、この問題に対処しました。その結果、一覧表示の操作は、再び正常にスケーリングする
ようになりました。

BZ#1222775

今回の更新の前には、BZ#1215177 の修正により、Keepalived の設定に
「garp_master_repeat 5」と「garp_master_refresh 10」のオプションが追加されまし
た。
しかしながら、その結果、Keepalived は Gratuitous ARP (GARP) ブロードキャストで
継続的に大量のデータをネットワークに送り込んでいました。また、インスタンスは IPv6 の
デフォルトゲートウェイ設定を失っていました。これらの問題が原因で、IPv6 ルーターは 
VRRP では機能を停止していました。
今回の更新では、Keepalived の「repeat」と「refresh」オプションが廃止されました。
これにより、IPv6 のバグが修正されましたが、BZ#1215177 に記載されているバグが発生し
ました。
この問題を解決するには、「delay」オプションを代わりに使用すると、Keepalived は 
MASTER に移行するときに GARP を送信してから、遅延のオプションによって決定される秒数
を待った後に別の GARP を送信します。ノードがブートして L3/L2 エージェントが起動する
際に L2 エージェントがポートを配線するための十分な時間があるようにするには、アグレッ
シブな「delay」設定を使用してください。

BZ#1283623

今回の更新の前には、Open vSwitch エージェントに加えられた変更が原因でバグが発生し、
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エージェントが起動時にフラットネットワークのセグメンテーション ID 値を処理する方法で
問題が生じていました。
そのため、エージェントがフラットネットワークにサービスを提供する際に再起動に失敗してい
ました。
今回の更新により、エージェントのコードが修正され、フラットネットワークのセグメンテー
ションプロパティーを処理するようになりました。その結果、エージェントはフラットネット
ワークにサービスを提供する際に正常に再起動するようになりました。

BZ#1295690

以前のリリースでは、HA または DVR のどちらでもないルーターを HA ルーターに変換するこ
とはできませんでした。代わりに、新規ルーターを作成して、全リソース (インターフェース、
ネットワークなど) を古いルーターから新しいルーターに再接続する必要がありました。今回の
更新では、簡単なコマンドを実行して、レガシーのルーターを HA または非 HA ルーターに変
換できる機能が追加されました。

# neutron router-update ROUTER --admin-state-up=False
# neutron router-update ROUTER --ha=True/False
# neutron router-upgrade ROUTER --admin-state-up=True

ROUTER は、変換するルーターの ID または名前に置き換えてください。

BZ#1177611

High Availability (VRRP) ルーターと L2 Population の対話で、既知の問題が確認さ
れました。現在、HA ルーターをサブネットに接続すると、HA ルーターは設計上、分散ポート
を使用します。各ルーターには、スケジューリングされている各ノード上の同じポートの詳細が
含まれています。そのポートへの IP が設定されているのはマスタールーターのみで、全ス
レーブルーターのポートには IP が設定されていません。
そのため、L2Population は古い情報を使用して、ルーターがノード上にあることを通知しま
す (そのポートのポートバインド情報で示されます)。
その結果、論理ネットワーク上にポートがあるノードにはそれぞれ、ポートがバインドされるこ
とが想定されるノードに対してのみトンネルが作成されます。また、作成したトンネル経由で、
そのポートに対するトラフィックが送信されるように、転送のエントリーが設定されます。
ただし、ポートバインドで指定されたノード上にマスターのルーターがある保証はないため、こ
のアクションは失敗する可能性があります。また、マスタールーターが実際にノード上にある場
合には、フェイルオーバーのイベントにより、マスタールーターが別のノードに移動されるた
め、ルーターとの接続性が失われてしまいます。

BZ#1300308

以前のリリースでは、neutron-server サービスは、セキュリティーグループの更新をリッス
ンする L2 エージェントから、新しい RPC エントリーポイントのバージョンを誤って要求す
ることがありました。
そのため、Red Hat OpenStack Platform 7 neutron L2 エージェントは、Red Hat 
OpenStack Platform 8 neutron-server サービスによって送信される特定のセキュリ
ティーグループの通知を処理できなかったため、特定のセキュリティーグループの更新がデータ
プレーンに反映されませんでした。
今回の更新では、エージェントからの RPC エンドポイントバージョンの要求しないようにする
ことによってこの問題に対処しました。これは、 RHEL OpenStack Platform 7 と Red 
Hat OpenStack Platform 8 の間のローリングアップグレードに役立つことが理由です。
その結果、RHEL OpenStack Platform 7 neutron L2 エージェントは、Red Hat 
OpenStack Platform 8 neutron-server サービスによって送信されたセキュリティーグ
ループの更新通知を正しく処理するようになりました。
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BZ#1293381

今回の更新の以前は、テナントの最後の HA ルーターが削除されると、そのテナントに属する 
HA ネットワークが削除されていました。これは、ルーターが削除されたために例外を発生させ
る「router delete」API コールなどの特定のシナリオで発生していました。このシナリオ
は、HA ルーターの「create」と「delete」の操作の間の競合状態が原因で発生する可能性が
ありました。この問題のために、HA ネットワークテナントは削除されませんでした。
今回の更新により、競合状態の問題は解決され、ユーザーが最後の HA ルーターを削除する時
や、HA ネットワークを移動して「ha_network exist」チェックブロック下のプロシー
ジャーを削除する時にも、「ObjectDeletedError」および「NetworkInUse」の例外を検出
するようになりました。また、今回の修正により、HA ルーターの存在の有無がチェックされ、
最後の HA ルーターが削除されると HA ネットワークが削除されるようになりました。

BZ#1255037

neutron-openvswitch-agent が停止している時に作成された neutron ポートのステータ
スは「DOWN, binding:vif_type=binding_failed」となることが想定されていましたが、
今回の更新の以前は、neutron-openvswitch-agent がオンライン状態に戻っても、それら
のポートを復旧させる方法はありませんでした。今回の修正により、
「_bind_port_if_needed」の関数は、渡されたポートのバインディングステータスがすでに
「binding_failed」の場合に、少なくとも 1 回バインディングを実行するようになったた
め、neutron-openvswitch-agent がオンライン状態に戻った時にバインディングを繰り返
し試行することによって、ポートはエラーのバインディングステータスから復旧できるようにな
りました。

BZ#1284739

今回の更新の以前は、Floating IP アドレスが HA ルーターによって割り当てらる際に、そ
の Floating IP アドレスのステータスが設定されませんでした。
そのため、「neutron floatingip-show <floating_ip>」は更新されたステータスを出力
しませんでした。
今回の更新では、HA ルーターによって Floating IP アドレスが割り当てられた時と、L3 
エージェントによってルーターが設定された時に、その Floating IP アドレスのステータス
が更新されます。
その結果、HA ルーターによって割り当てられた Floating IP アドレスのステータスフィー
ルドには、L3 エージェントによって Floating IP が設定されると、ステータスが
「ACTIVE」に更新されます。

openstack-nova

BZ#978365

libvirt ドライバーで admin パスワードを設定する機能が追加されました。この機能を使用
するには、「nova root-password [server]」のコマンドを実行してください。

BZ#1298825

以前のリリースでは、奇数の 仮想 CPU を選択すると、ゲストインスタンスで 1 CPU につき 
1 コア、1 スレッドが割り当てられ、パフォーマンスに影響がありました。
今回の更新で、この問題は修正され、奇数の 仮想 CPU が割り当てられた場合には、1 CPU に
つきスレッドのペアと独立したスレッドが 1 つ割り当てられるようになりました。
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BZ#1301914

以前のリリースでは、移行元のコンピュートノードが移行後に稼動状態に戻っても、そのノード
が停止している間に正常に退避されていたインスタンスは削除されませんでした。削除されな
かったインスタンスがあるために、退避されていたインスタンスを元に戻すことができませんで
した。

今回の更新では、インスタンスを退避させる際の移行成功のステータスが検証され、コンピュー
トノードが稼動状態に再び戻った時に削除すべきインスタンスを確認するようになりました。そ
の結果、インスタンスは以前の場所に拘らず、1 台のホストから別のホストに退避することが可
能となりました。

BZ#1315394

今回のパッケージで、Compute (nova) はバージョン 12.0.2 にリベースされ、以下のよう
な更新が含まれています。
- compute manager への qemu-img エラーの伝達
- Nova セル v1 の退避サポートの修正
- libvirt: virt ドライバーのテストのための libvirt.sysinfo_serial='none' の設
定
- XenAPI: 6.5 iSCSI バグの回避策
- 移行のコンテキストがない場合に警告をデバッグログに変更
- Zanata からの翻訳インポート
- libvirt: RBD-backed イメージの revert (元に戻す) および resize (サイズ変更) 
の修正/実装
- Glance イメージの「size」属性を「None」ではなく「0」とする
- LibVirt を使用するデバイスのデタッチに再試行のロジックを追加
- Fixed IP アドレスの割り当て分散
- Exact* フィルターにスケジューラーの制限を適用
- eventlet ベースの raw ソケットクライアントをリクエストに置き換え
- VMware: OVA および streamOptimized イメージサイズを正しく処理
- XenAPI: より多くの Cinder バックエンドへの対応
- ポートとネットワークの収集で存在を検証すべき
- ブリッジデバイス上での IPv6 の無効化
- 翻訳の検証
- 退避が成功した後にインスタンスが破棄されない問題を修正

BZ#1293607

今回の更新で、「openstack-nova」パッケージがアップストリームのバージョン 12.0.1 に
リベースされました。

今回のリベースの主要な変更点は以下のとおりです。

- リリースノートのビルド時に、sphinx の警告をエラーとして処理
- 12.0.1-cve-bugs-7b04b2e34a3e9a70.yaml リリースノートの警告を修正
- libvirt ライブスナップショットでのバッキングファイルの検出を修正
- 12.0.1 のリリースノートにセキュリティーの修正を追加
- libvirt スナップショットのフォーマット変換を修正
- libvirt スナップショットのフォーマット検出を修正
- VMware: イメージデータ読み込み時のチャンクサイズの指定
- 「Fixes Python 3 str issue in ConfigDrive creation」を元に戻す
- 削除済みインスタンスを読み込まない
- scheduler_hintsスキーマで ID の一覧表示を可能にする
- CI ジョブの -constraints セクションを追加
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- TestRemoteObject クラスを削除
- グローバルの要件からの更新
- VMware: インベントリーフォルダー使用時のコンフィグドライブのバグを修正
- Omnibus 安定版でアップストリームの要件の問題を修正
- terminate_connection で古いボリュームの BDM をリフレッシュ
- Neutron 使用時のメタデータサービスのセキュリティーグループの問題を修正
- サンプルの nova.conf ファイルに「vnc」オプショングループを追加
- スケジューラー: glance のハイパーバイザー情報のメタデータを適用
- reno: サービス状態レポートの問題についてのドキュメントを修正
- servicegroup: 例外を原因とするゾンビサービスを停止
- Zanata から翻訳をインポート
- xen: ボリュームの connection_data dict 内のパスワードをマスキング
- image_ref が未設定の場合の is_volume_backed_instance() の動作を修正
- test_is_volume_backed_instance() を 5 つの関数に分割
- servicegroup DB ドライバーの DB エラー処理
- ConfigDrive の作成における Python 3 str の問題を修正
- Nova のインダイレクションフィクスチャーのオーバーライドを修正
- グローバル要件から更新
- 最初の reno ベースのリリースノートを追加
- 「未リリース」のリリースノートページを追加
- リリースノートの管理に reno を追加
- test_schedule_to_all_nodes test は現在正常に機能せずブラックリストされている
- libvirt: スナップショットの削除で、仮想マシンが停止している場合には qemu-img を
使用して blockRebase
- Ceph で raw イメージをクローンする際の属性エラーを修正
- セルの全 BDM チェックを除外
- Image メタ: レガシーの VMware アダプタータイプの値を適切に処理

openstack-packstack

BZ#1301366

以前のリリースでは、Packstack は、CONFIG_NEUTRON_VPNAAS パラメーターが「y」に設
定されていても、Dashboard で VPNaaS タブを有効にしなかったため、VPNaaS のタブは 
Dashboard に表示されませんでした。

今回の更新で、VPNaaS が有効化されているかどうかを確認するチェックのプロセスが設定され
ました。このチェックの後に Puppet マニフェストで Dashboard のタブが有効化されま
す。その結果、Packstack で設定されると、VPNaaS タブが Dashboard に表示されるよう
になりました。

BZ#1297712

以前のリリースでは、Packstack は /etc/lvm/lvm.conf ファイルを編集して、スナップ
ショットの自動拡張のための特定のパラメーターを設定していましたが、使用されていた 
regexp は、ファイルで使用されているのと同じように、タブの代わりに空白スペースのみが可
能でした。その結果、ファイルの終端に数行追加され、書式がくずれてしまっていました。

今回の更新で、Packstack の regexp が更新されて、パラメーターを正しく設定するように
なりました。その結果、LVM コマンドの実行中にエラーメッセージは表示されなくなりまし
た。

openstack-puppet-modules

第第4章章 テクニカルノートテクニカルノート

35

https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1301366
https://bugzilla.redhat.com/show_bug.cgi?id=1297712


openstack-puppet-modules

BZ#1289180

以前のリリースでは、haproxy は、全プロキシーを合わせた「maxconn」パラメーターに 
10000 の値を許可するように設定されていましたが、各プロキシーの個別の「maxconn」値は 
2000 がデフォルトとなっていました。MySQL に使用する特定のプロキシーが上限の 2000 に
達すると、それ以降のデータベース接続はすべて解除され、クライアントが再試行しなかったた
め、API タイムアウトが発生し、その後のコマンドが失敗していました。

今回の更新で、「maxconn」パラメーターのデフォルト値は実稼働環境への対応を向上させるた
めにより大きな値となりました。その結果、データベース接続がタイムアウトとなることは大幅
に低減しました。

BZ#1280523

以前のリリースでは、Facter 2 には netmask6 および netmask6_<ifce> のファクトが
なかたため、IPv6 はサポートされませんでした。

今回の更新で、IPv6 インターフェースのチェックをサポートする関連のカスタムファクトが追
加され、IPv6 インターフェースがサポートされるようになりました。

BZ#1243611

以前のリリースでは、デフォルトのタイムアウトがなかったため、Ceph クラスター設定の一部
の段階で、デフォルトの 5 分 (300 秒) よりも長くかかっているように見えました。

今回の更新で、関連操作にタイムアウトのパラメーターが追加され、デフォルトのタイムアウト
値は 600 秒に設定されました。必要な場合にはこのデフォルト値を変更することが可能です。
その結果、特に Ceph の設定操作で平均よりも時間が長くかかっている場合に、インストール
でエラーが発生しにくくなりました。

openstack-sahara

BZ#1189502

今回の更新で、タイムアウトを指定するための設定が追加されました。タイムアウトするまでに
「Active」な状態にならなかったクラスターは自動的に削除されます。

BZ#1189517

再利用するためのジョブテンプレートを作成する場合には、OpenStack Data Processing 
(sahara) でデータソースの URL の変数を登録することができるようになりました。この登
録により、実際の URL 変更 (その場合はテンプレートの編集や、ジョブ間で実行ごとに URL 
の変更が必要) ではなく、実行ごとに入出力パスを容易に変更することができます。

これにより、データソースジョブが実行ごとに可変の場合 (実際の利用環境の大半が該当) 
に、ジョブテンプレートを容易に再利用できるようになりました。

BZ#1299982
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今回の更新で、Sahara への CDH 5.4 統合が完了し、プラグインバージョン CDH 5.3 でデ
フォルトで有効化されていたオプションは削除されました。

BZ#1233159

以前のリリースでは、古いクラスターをクリーンアップ機能を果たす定期タスクには、テナント
のコンテキスト情報が提供されませんでした。

今回の更新で、tenant と admin 間の一時的なトラストが確立されるようになり、定期ジョ
ブはそのトラストを利用して、古いクラスターを削除することができるようになりました。

openstack-selinux

BZ#1281547

以前のリリースでは、「nova_t」のラベルが付いたディレクトリー内の検索に httpd は使用
できませんでした。そのため、nova-novncproxy が HA オーバークラウドのデプロイに失敗
していました。今回の更新では、それらのディレクトリー内を httpd で検索ができるようにな
り、nova-novncproxy を正常に実行できるようになりました。

BZ#1284268

以前のリリースでは、Open vSwitch が tun ソケットの作成を試みても SELinux によって
妨げられていました。今回の更新では、Open vSwitch が tun ソケットを作成できるように
なり、Open vSwitch でエラーが発生しなくなりました。

BZ#1310383

以前のリリースでは、SELinux によって ovsdb-server の実行がブロックされていたため、
単純なネットワーク操作が失敗していました。

今回の更新では、Open vSwitch が自らのポートに接続可能となり、ovsdb-server は問題
なく実行できるので、ネットワーク操作が正常に完了するようになりました。

BZ#1284133

以前のリリースでは、redis が自らのポートに接続するのを、SELinux が妨げていたので、
redis は再起動時に失敗していました。

今回の更新で、「redis」のラベルが付いたポートに接続するためのパーミッションが redis 
に付与されたので、redis は正常に実行され、リソースの再起動も正常にできるようになりま
した。

BZ#1281588

以前のリリースでは、nova が公開鍵をオーバークラウドにアップロードするのを SELinux 
が妨げていましたが、今回のリリースでは新たなルールが追加されて、nova が鍵をアップロー
ドできるようになりました。

BZ#1306525
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以前のリリースでは、nova が glance イメージの一覧を取得を試みると、SELinux がその
操作を妨げていましたため、nova は「Unexpected API Error」で操作が失敗していまし
た。今回の更新では、nova が glance と通信可能となり、nova は glance イメージの一
覧表示ができるようになりました。

BZ#1283674

以前のリリースでは、SELinix によって dhclient、vnc、redis の機能が妨げられていま
した。今回のリリースでは、新たなルールが追加され、これらのソフトウェアツールが正常に実
行できるようになりました。

openvswitch

BZ#1266050

Open vSwitch (openvswitch) のパッケージがアップストリームのバージョン 2.4.0 に
リベースされました。

python-cinderclient

BZ#1214230

今回の更新では、Block Storage の「snapshots-list」および「backups-list」のコマ
ンドのペジネーションの新機能が追加され、パラメーターを制限、マーカー、ソートして返され
る結果数、開始する要素、およびその順序を制御することができるようになりました。

何千にもおよびスナップショットやバックアップのある大型デプロイメントでは、データセット
全体ではなく限定された数の結果を取得する方法が非常に役立ちます。

python-django-horizon

BZ#1167563

今回の更新で「Launch Instance」のワークフローが再設計/再実装され、応答性が向上しま
した。

1. この更新を有効にするには、以下の値を /etc/openstack-
dashboard/local_settings ファイルに追加します。

LAUNCH_INSTANCE_LEGACY_ENABLED = False
LAUNCH_INSTANCE_NG_ENABLED = True

2. 「httpd」を再起動します。
# systemctl restart httpd

BZ#1100542

OpenStack Dashboard のテーブルには、多数のエンティティーについての情報のサマリーが
表示されます。今回の更新で、テーブルの機能が拡張され、テーブル内で情報がスライドダウン
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式の「ドロワー」として表示されるようになりました。これは、その行内で切り替えスイッチを
クリックすると有効になります。ドロワーは追加の行として表示され (高さを設定可能)、その
行のエンティティーの追加情報が含まれます (例: 追加のエンティティー情報、メトリック、
グラフなど)。一度に複数のドロワーを開くことが可能です。

BZ#1166963

以前のネットワークトポロジーの UI は、ノードやネットワークの数が多くなると適切に機能
しなかったため、今回の更新で、曲率ベースのグラフに変更されました。 

新しいネットワークトポロジーマップは、より多くのノードに対応できる上、外観もスタイリッ
シュで、ノードのレイアウトを再構成することが可能です。

BZ#1042947

今回の更新で、Block Storage (cinder) サービスのボリューム移行がサポートされるよう
になりました。この操作は OpenStack Dashboard の「Volumes」パネル (プロジェクト-> 
コンピュート -> ボリュームと、管理-> システムパネル-> ボリューム) で、表内の「ボ
リューム」の行で実行できます。
このシリーズの最終パッチで、コマンドのアクション自体の問題 (以前のリリースでは、パラ
メーターの誤りとパラメーターカウントの問題が原因でエラーが発生していました) も解決され
ました。

BZ#1305905

python-django-horizon パッケージがアップストリームのバージョン 8.0.1 にアップグ
レードされました。このバージョンでは、多数のバグが修正され、以前のバージョンよりも機能
が拡張されています。特に、ローカリゼーションの更新、イタリア語翻訳の追加、
job_binaries 削除の修正、LB プールの仮想 IP アドレスでの IPv6 の受け入れのサポー
ト追加などがこのバージョンの注目すべき点です。

BZ#1279812

今回のリリースでは、パネルが設定可能になりました。設定スニペットを使用して、パネルを追
加/削除することができます。

たとえば、「リソースパネル」削除するには、以下のように設定します。

* 「/usr/share/openstack-dashboard/openstack_dashboard/local/enabled」に
ファイルを配置します。
* そのファイルに「_99_disable_metering_dashboard.py」という名前を付けます。
* 以下のコンテンツをそのファイルにコピーします。

# The slug of the panel to be added to HORIZON_CONFIG. Required.
PANEL = 'metering'
# The slug of the dashboard the PANEL associated with. Required.
PANEL_DASHBOARD = 'admin'
# The slug of the panel group the PANEL is associated with.
PANEL_GROUP = 'admin'
REMOVE_PANEL = True

* Restart the Dashboard httpd service:
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# systemctl restart httpd

詳しい説明は、「Pluggable Dashboard Settings」を参照してください。

BZ#1300735

今回のリリースでは、Dashboard (horizon) の「Metering」パネル は、パフォーマンス
の問題により無効になっています。

BZ#1297757

以前のリリースでは、Horizon の httpd の systemd スニペットでタイムアウトが指定さ
れていなかったため、httpd が完全に起動するのを待つ際のタイムアウトには、標準の 1 分
が使用されていましたが、仮想化された環境や、負荷の高い環境で実行する場合には特に、起動
に時間が長くかかることがありました。そのため、httpd がすでに実行中でも systemd から
エラーが出ていました。今回の更新では、タイムアウトが 2 分間に設定され、この問題は解決
されました。

python-glance-store

BZ#1284845

以前のリリースでは、Object Storage サービスは Image サービスのバックエンドストレー
ジとして使用され、イメージデータは Object Storage サービス内で複数の「チャンク」
データとして保管されていました。Image サービスの APIv2 を使用する時には、クライアン
トが最終のサイズ が 0 の「チャンク」をサーバーに送信すると、アップロードの操作が失敗
する場合がありました。この失敗は、サイズが 0 の「チャンク」を保管する操作とその「チャ
ンク」の削除のクリーンアップ間で競合状態が関与していました。その結果、Object 
Storage サービスに Image サービスのイメージを保管する間には、断続的なエラーが発生し
ていました。

今回の更新で、削除操作のクリーンアップおよび最初のイメージアップロードは失敗するのでは
なく再試行されるようになり、Image サービスの APIv2 はこのまれな状況に適切に対応し、
イメージのアップロードは失敗しなくなりました。

BZ#1229634

以前のバージョンでは、プライベートネットワーク内の S3 バックエンドにリモートでセキュ
アにアクセスする方法がありませんでした。

今回の更新で、新たな機能が追加され、Image サービスの S3 ドライバーは、HTTP プロキ
シーを介して、別のネットワークから S3 バックエンドにセキュアに接続できるようになりま
した。

python-glanceclient

BZ#1314069

以前のリリースでは、Image サービスのクライアントは Image サービスサーバーへ特定の形
式 (例: raw、ami、iso など) でのみイメージのアップロードを許可するようにしか設定で
きませんでした。また、クライアントは設定済みの形式のイメージでなければサーバーからダウ
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ンロードできませんでした。このような制限があったため、ユーザーは以前別の形式でアップ
ロードしていたイメージをダウンロードできなくなる場合がありました。

今回の更新により、Image サービスのサーバーは、イメージのインポート時に形式すでに検証
するので、Image サービスクライアントがダウンロード時にイメージの形式を検証する必要は
なくなりました。イメージのダウンロード時にイメージの形式を検証するステップは省略される
ようになり、クライアント側でそれらの形式のイメージのアップロードのサポートが設定されな
くなっても、適正な形式のイメージを使用することができます。

python-heatclient

BZ#1234108

以前のリリースでは、「heat resource-list --nested-depth ...」コマンドに
「parent_resource」というコラムが含まれていましたが、その出力には、その後に「heat 
resource-show ...」を実行するために必要な情報が含まれていませんでした。今回の更新で
は、「heat resource-list --nested-depth ...」の出力に「stack_name」というコラ
ムが追加され、「heat resource-show [stack_name] [resource_name]」コールで使用
する値が提供されるようになりました。

python-networking-odl

BZ#1266156

OpenDaylight OpenStack neutron ドライバーは、neutron プロジェクトから分離し
て、新たなパッケージ python-networking-odl に移動しました。オペレーターは、このド
ライバーを引き続き Red Hat OpenStack Platform インストール環境の一部として使用す
ることができます。

python-neutronclient

BZ#1291739

「neutron router-gateway-set」コマンドが「--fixed-ip」オプションをサポートする
ようになりました。このオプションにより、外部ネットワークで使用する Fixed IP アドレス
とサブネットを設定することができます。この IP アドレスは、OpenStack Networking 
サービス (openstack-neutron) がソフトウェアレベルのインターフェースに接続して、テ
ナントネットワークを外部ネットワークに接続するのに使用されます。

python-openstackclient

BZ#1303038

今回のリリースでは、python-openstackclient パッケージがアップストリームのバージョ
ン 1.7.2 にリベースされました。これにより、「find_resource」の例外処理の改善をはじ
めとする複数のバグ修正や機能拡張が適用されました。

python-oslo-messaging
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BZ#1302391

Oslo Messaging は「シャッフル」ストラテジーを使用して RabbitMQ サーバーの一覧から 
RabbitMQ ホストを選択していました。RabbitMQ を実行するクラスターのノードが再起動さ
れると、このサーバーに接続されていた各 OpenStack サービスは新しい RabbitMQ サー
バーに再接続していました。あいにく、このストラテジーは動作が停止している RabbitMQ 
サーバーを適切に処理しないため、停止中のサーバーに何度も続けて接続を試みていました。ま
た、このストラテジーにより、再接続の時間が長くなり、接続の処理時間に対する保証がなかっ
たため、RPC 操作でタイムアウトが発生することもありました。

今回の更新で、Oslo Messaging は RabbitMQ ホストの選択に「ラウンドロビン」式のスト
ラテジーを使用するようになりました。このストラテジーにより、再接続の時間は可能な限り短
縮され、ノードの再起動時に RPC タイムアウトを回避することができます。また、N 個中 K 
個の RabbitMQ ホストが稼働中の場合には、RabbitMQ クラスターへの再接続が成功するま
での再試行は最大でも「N - K + 1 」回行うことが保証されるようにもなりました。

BZ#1312912

RabbitMQ サービスが OpenStack サービスから他のサービスへの AMQP メッセージの配信
に失敗した場合には、再接続して配信を再度試みます。「rabbit_retry_backoff」オプショ
ン (デフォルトで 2 秒) は、本来、再試行のペースを制御するはずですが、以前のリリースで
は、このオプションの設定値に拘らず、再試行は毎秒実行されていました。この問題が原因で、
エンドポイントが利用できない場合などに再試行が必要以上に実行されていました。今回のリ
リースではこの問題は修正され、「rabbit_retry_backoff」オプションを明示的に設定した
場合、またはデフォルトの 2 秒を使用する場合にメッセージ配信の再試行が適切に制御される
ようになりました。

python-oslo-middleware

BZ#1313875

今回のリリースで、oslo.middleware が SSL/TLS をサポートするようになり、
OpenStack サービスが HTTPS トラフィックをリッスンして、やり取りを暗号化できるように
なりました。以前のリリースでは、OpenStack サービスは HTTP しかリッスンできず、すべ
てのやり取りがクリアテキストで行われていました。

python-oslo-service

BZ#1288528

SIGTERM と SIGINT のシグナルハンドラー間での競合状態により、ワーカープロセスが 
SIGTERM の受信シグナルを無視する可能性がありました。OpenStack サービスの子プロセス
で 2 つの SIGTERM シグナルを「迅速に」受信すると、一部のワーカープロセスが SIGTERM 
の受信シグナルの処理に失敗する場合があり、それらのプロセスがアクティブな状態のままとな
りました。このような状態が発生すると、以下のような AssertionError 例外のメッセージ
がログに表示されていました。
    Cannot switch to MAINLOOP from MAINLOOP
    
今回のリリースにはこの競合問題を修正する oslo.service が実装され、SIGTERM シグナル
が正しく処理されるようになりました。
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sahara-image-elements

BZ#1286276

以前のリリースでは、一部のベースイメージコンテキストで、保存の前に iptables が初期化
されませんでした。このため、「disable-firewall」要素の「iptables save」が失敗し
ていました。今回のリリースでは、非破壊的なコマンド「iptables -L」が実装され、全コン
テキストで iptables が正常に初期化されるようになったので、イメージの生成が正常に実行
されます。

BZ#1286856

Liberty リリースでは、OpenStack のバージョニングスキームがメジャーリリース番号を
ベースとするようになりました (以前は年がベースでした)。この更新で、現行の sahara-
image-elements パッケージにエポックが追加され、古いバージョンがアップグレードされる
ようになりました。

4.2. RHEA-2016:0604 - RED HAT OPENSTACK PLATFORM 8 DIRECTOR
機能拡張アドバイザリー

本項に記載するバグは、アドバイザリー RHEA-2016:0604 で対応しています。このアドバイザリーに
ついての詳しい情報は、https://access.redhat.com/errata/RHEA-2016:0604.html を参照してください。

instack-undercloud

BZ#1212158

今回の更新で、OpenStack の通知が提供されるようになりました。以前は、通知が有効化され
ていないために、OpenStack の通知の外部コンシューマーが director によってデプロイさ
れたクラウドに接続できない場合がありました。今回のリリースでは、director は外部コン
シューマーに対しても通知を有効化するようになりました。

BZ#1223257

アンダークラウドで Ceilometer の設定が誤っていたため、ハードウェアの計測機能が正しく
機能しませんでした。今回の修正により、有効なデフォルトの Ceilometer 設定が提供され、
Ceilometer のハードウェア計測機能は想定通りに機能するようになりました。

BZ#1296295

以前のリリースでは、「openstack undercloud install」を実行すると、サブネットに変
更が必要でない場合にも、アンダークラウドの neutron サブネットの削除と再作成が試行さ
れていました。オーバークラウドがすでにデプロイされている場合には、サブネットにポートが
割り当てられているため、そのサブネットの削除は失敗し、「openstack undercloud 
install」コマンドが失敗していました。今回の修正により、この動作は、「openstack 
undercloud install」コマンドでサブネットに設定の変更を適用する場合にのみサブネット
の削除と再作成を試みるようになりました。オーバークラウドがデプロイ済みの場合には、
director はサブネットを削除できないため、同じエラーメッセージが表示されますが、デプ
ロイ済みのオーバークラウドでのサブネットの設定変更は推奨していないため、これは想定され
る動作です。サブネットの設定に変更がない場合には、「openstack undercloud 
install」コマンドでエラーメッセージがでて操作が失敗することはなくなりました。
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BZ#1298189

以前のリリースでは、アンダークラウドをインストールする Puppet のマニフェストが間違っ
たリソース名を参照して Heat 用の keystone ドメインを作成していたため、以下のような
メッセージが表示されて、アンダークラウドのインストールに失敗していました。

puppet apply exited with exit code 1

今回の修正により、 Puppet のマニフェストがリソースの正しい名前を使用するようになった
ため、アンダークラウドのインストールがエラーなしで終了するようになりました。

BZ#1315546

以前のリリースでは、LANG を ja_JP.UTF-8 に設定すると、date コマンドの「dib-run-
parts」に日本語の文字が含まれていたため、「_run_live_command()」で unicode エ
ラーが発生していました。アンダークラウドのインストールは以下のエラーで失敗していまし
た。

UnicodeDecodeError: 'ascii' codec can't decode byte 0xe5 in position 18: 
ordinal not in range(128)
Command 'instack-install-undercloud' returned non-zero exit status 1

今回の修正により、アンダークラウドのインストール中に utf-8 の文字エンコーディングを使
用する文字列がデコードされるようになり、LANG を ja_JP.UTF-8 に指定した場合のアン
ダークラウドのインストールは、正常に成功するようになりました。

BZ#1312889

今回の更新により、Red Hat OpenStack Platform director 8 から Tuskar API サー
ビスが削除されました。以前のリリースでは、Tuskar はアンダークラウドにインストール/設
定され、 Keystone サービスカタログ内に存在するエンドポイントが含まれていました。
Tuskar の RPM は設定されなくなり、サービスカタログにエンドポイントは作成されなくなり
ました。

openstack-ironic-inspector

BZ#1282580

director に新たな機能が追加され、プロファイルの自動照合が可能となりました。ユーザー
はイントロスペクションのステップで利用可能なデータに基づいてノードとデプロイメントロー
ル間の自動照合を指定することができます。ユーザーは ironic-inspector イントロスペク
ションルールと新しい python-tripleoclient コマンドを使用してプロファイルをノードに
割り当てることができます。

BZ#1270117

以前のリリースでは、Ironic Inspector により定期的に実行される iptables コールに
は、xtables がロックされるまで iptable に待機するように指示する「-w」オプションが
含まれていませんでした。そのため、iptables の定期的な更新が失敗することがありまし
た。今回の更新により、iptables コールに「-w」オプションが追加され、iptables の定期
的な更新は失敗しないようになりました。
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openstack-ironic-python-agent

BZ#1283650

以前のリリースでは、イントロスペクションの ramdisk のログ処理で Latin 以外の文字は
考慮されませんでした。そのため、「ログ」コレクターはイントロスペクション中に失敗してい
ました。今回の更新では、ログ処理が修正され、どのエンコーディングも適切に処理できるよう
になりました。

BZ#1314642

director はイントロスペクションとデプロイメントに新しい ramdisk を使用します。この 
ramdisk には、ルートデバイスヒントを使用していないユーザー向けにデフォルトのルートデ
バイスを選択する新たなアルゴリズムが実装されていますが、再デプロイメントで選択可能な
ルードデバイスが変更されると、エラーが発生してしまいます。今回の修正で、ramdisk デバ
イスロジックを OpenStack Platform director 7 と同じロジックに戻しました。デバイ
ス名は信頼できないため、デフォルトのルートデバイスが同じということではない点に注意して
ください。この動作は、将来のリリースでは変更される予定です。お使いのノードが複数のハー
ドドライブを使用している場合には、ルートデバイスヒントを使用するようにしてください。

openstack-tripleo-heat-templates

BZ#1295830

以前のリリースでは、Pacemaker は、サービスリソースに 100 秒のタイムアウトを使用して
いましたが、systemd のタイムアウトには、最初のタイムアウトの後に SIGTERM と 
SIGKILL に対応するための追加のタイムアウト時間が必要でした。今回の修正により 
Pacemaker のタイムアウトが 200 秒に延長され、2 つの systemd タイムアウト時間が完
全に収まるようになり、そのタイムアウト時間では systemd が SIGTERM と SIGKILL を実
行するために十分な時間が残るようになりました。

BZ#1311005

以前のリリースでは、RabbitMQ Pacemaker リソースには「notify=true」パラメーターが
なかったため、RabbitMQ のインスタンスは RabbitMQ クラスターに再度参加できませんで
した。今回の更新では、RabbitMQ の Pacemaker リソースエージェントで
「notify=true」がサポートされるようになり、OpenStack director に
「notify=true」が追加されました。その結果、RabbitMQ のインスタンスは RabbitMQ ク
ラスターに再度参加できるようになりました。

BZ#1283632

「ceilometer」ユーザーには、一部の機能に必要なロールが割り当てられていなかったため、
Ceilometer 計測機能が正しく動作していませんでした。今回の修正により必要なロールが
「ceilometer」ユーザーに割り当てられるようになり、ceilometer の計測機能はすべて正
しく動作するようになりました。

BZ#1299227

今回の更新の前は、swift ringbuilder と swift proxy memcache サーバーに使用され
ていた swift_device および swift_proxy_memcache の URI は IPv6 アドレス用の正
しい形式ではなく、想定されている「[]」でIPv6 アドレスが区切られていませんでした。その
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ため、オーバークラウド向けに  IPv6 を有効化してデプロイする場合には、「Error: 
Parameter name failed on Ring_object_device ...」のエラーで操作が失敗していま
した。本リリースでは、IPv6 が有効化されると、swift_device および 
swift_proxy_memcache の URI の一部に使用される IP アドレスは「[]」で正しく区切ら
れるようになりました。その結果、IPv6 を使用するデプロイメントは swift_device また
は swift_proxy_memcache の形式の間違いによって操作が失敗することはなくなりました。

BZ#1238807

今回の機能拡張により、ノードごとに hieradata を配置して、UUID (「dmidecode」で報
告される) からノードを照合できるようになりました。
これにより、異なる数および種別のディスクを搭載した複数のノードにわたって CephStorage 
をスケーリングすることが可能です。
その結果、CephStorage ノードは、同種でないディスクのトポロジーで設定することが可能と
なりました。これは、ceph::profile::params::osds パラメーターに異なる設定ハッシュ
をプロビジョニングして設定します。

BZ#1242396

以前のリリースでは、os-collect-config ユーティリティーは、Puppet の実行終了後にの
み Puppet のログが出力されていました。そのため、実行中の Puppet run の Puppet ロ
グは提供されませんでした。今回の更新では、Puppet run のログは、実行中でも出力される
ようになりました。/var/run/heat-config/deployed/ ディレクトリーで確認することが
できます。

BZ#1266104

今回の更新では、neutron QoS (Quality of Service) の機能拡張により、テナントネッ
トワークの品質と制限に対する制御が向上しました。オーバークラウドは Neutron QoS の機
能拡張が有効な状態でデプロイされるようになりました。

BZ#1320454

Red Hat OpenStack Platform 8 の Orchestration サービス (heat) の検証がより厳
格となり、アップグレードされたアンダークラウドからオーバークラウドスタックを更新しよう
とすると、以下のようなエラーメッセージが表示されて操作が失敗するようになりました。

ERROR heat.engine.resource ResourceFailure: resources.Compute: 
"u'1:1000'" is not a list. 

今回の修正で、NeutronVniRanges パラメーターが正しい形式となり、必要な「[]」が 
OpenStack Platform 7 openstack-tripleo-heat-templates パッケージにバックポー
トされ、openstack-tripleo-heat-templates-kilo-0.8.14-5.el7ost.noarch の時
点で利用可能となっているはずです。アップグレードしたアンダークラウドで既存のオーバーク
ラウドを管理する一方でバージョン 7 のテンプレート (/usr/share/openstack-
tripleo-heat-templates/kilo に配置されている) を使用している場合に、オーバークラ
ウドのスタック更新がエラーで失敗することはなくなりました。

BZ#1279615

今回の更新で、Neutron L2 population の機能を有効にできるようになりました。この機能
は、テナントネットワークのブロードキャストトラフィックの量を低減するのに役立ちます。
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Neutron L2 population を有効にするには、環境ファイルの「default_parameter」セ
クションで NeutronEnableL2Pop パラメーターを設定してください。

BZ#1225163

director は外部コンシューマー向けの通知を適切に有効化するようになりました。

BZ#1259003

オーバークラウドノードのドメイン名はデフォルトで「localdomain」に設定されていました 
(例: overcloud-compute-0.localdomain)。今回の機能拡張により、ドメイン名をカスタ
マイズするためのパラメーター (CloudDomain) が提供されるようになりました。
「parameter_defaults」セクションに CloudDomain パラメーターを記載した環境ファイ
ルを作成します。ドメイン名が定義されていない場合には、Heat テンプレートによりデフォル
トの「localdomain」が使用されます。

BZ#1273303

director は OpenStack Networking の「enable_isolated_metadata」オプションを
サポートするようになりました。このオプションにより、外部のルータまたは分離されたネット
ワーク上の仮想マシンのインスタンスメタデータにアクセスすることが可能です。

BZ#1308422

以前のリリースでは、/etc/nova/nova.conf の [neutron] セクションの 
admin_auth_url 設定の末尾に「/v2.0」が記載されていませんでした。このため、Nova は 
Keystone カタログに接続して Neutron サービスエンドポイントをクエリーしてインスタン
ス用のポートを作成/バインドできなかったため、インスタンスをブートすることができません
でした。今回のリリースでは、admin_auth_url で指定される URL の末尾に「/v2.0」が正
しく追加され、director を使用してオーバークラウドをデプロイした後でインスタンスが正
常に起動できるようになりました。

BZ#1298247

director は、以下の OpenStack Networking サービスの無効化/有効化を制御する新しい
パラメーターをサポートするようになりました。

* dhcp_agent
* l3_agent
* ovs_agent
* metadata_agent

今回の機能拡張により、上記のサービスのいずれかを置き換える Neutron プラグインのデプ
ロイメントが可能となりました。これらのサービスをすべて無効にするには、環境ファイルで以
下のパラメーターを使用してください。

  NeutronEnableDHCPAgent: false
  NeutronEnableL3Agent: false
  NeutronEnableMetadataAgent: false
  NeutronEnableOVSAgent: false

BZ#1266219
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director は、Dell EqualLogic または Dell Storage Center アプライアンスをバッ
クエンドとして使用する Block Storage サービスをデプロイできるようになりました。詳し
い情報は、以下のリンクを参照してください。

https://access.redhat.com/documentation/en/red-hat-openstack-
platform/version-8/dell-equallogic-back-end-guide/
https://access.redhat.com/documentation/en/red-hat-openstack-
platform/8/dell-storage-center-back-end-guide/dell-storage-center-back-
end-guide

os-cloud-config

BZ#1288475

以前のリリースでは、Identity サービスのエンドポイント登録コードのバグで、Telemetry 
サービスを SSL 対応としてマークする操作が失敗していました。この問題により、Telemetry 
サービスを HTTPS として登録することができませんでした。今回の更新でこのバグは修正さ
れ、Identity サービスは Telemetry を正しく登録し、Telemetry のトラフィックは想定
通りに暗号化されるようになりました。

BZ#1319878

以前のリリースでは、ブリッジおよびボンディングに (Open vSwitch を使用する代わりに) 
Linux カーネルモードを使用する場合に、VLAN インターフェースの物理デバイスが検出され
なかったため、VLAN インターフェースが正しく機能しませんでした。

今回のリリースでは、VLAN が物理ブリッジのメンバーである (つまり、VLAN がブリッジの
「members:」セクションで指定されている) 限りは、os-net-config ユーティリティーが 
VLAN 用の物理インターフェースが自動検出されるようになりました。そのため、VLAN イン
ターフェースは、OVS ブリッジおよび Linux カーネルブリッジの両方で適切に機能するよう
になりました。

BZ#1316730

以前のリリースでは、VLAN インターフェースは Linux カーネルのボンディングにブリッジな
しで直接配置されていたので、VLAN がボンディングよりも先に起動する可能性がありました。
そのような状況が発生すると、VLAN は起動に失敗していました。今回のリリースでは、os-
net-config ユーティリティー が VLAN よりも先に物理ネットワーク (ブリッジ、ボンディ
ング、インターフェースの順) を起動するようになりました。これにより、VLAN が適切に起動
するために必要なインターフェースが確実に使用できるようになりました。

python-rdomanager-oscplugin

BZ#1271250

以前のリリースでは、バグにより、エラーが発生したノードが使用可能とマークされる可能性が
ありました。このような問題が発生すると必ず、ノードは適切な状態でなかったため、デプロイ
メントは失敗していました。今回の更新で、このバグを修正するアップストリームのパッチが
バックポートされました。
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python-tripleoclient

BZ#1288544

以前のリリースでは、バルクイントロスペクションでは、オンスクリーンエラーのみが出力さ
れ、エラーのステータスコードは一切返されませんでした。この問題により、イントロスペク
ションのエラーが検出されるのが妨げられていました。 今回の更新により、エラーのステータ
スコードが 0 以外に変更され、イントロスペクションが失敗した場合には、ステータスコード
で検出できるようになりました。

BZ#1261920

以前のリリースでは、メンテナンスモード中のノードにバルクイントロスペクションの操作が行
われていたので、イントロスペクションが失敗したり、ノードのメンテナンスが中断したりして
しまうこともありました (ノードのメンテナンスの理由によって異なります)。今回のリリース
では、バルクイントロスペクションはメンテナンスモードのノードを無視するようになりまし
た。

BZ#1246589

オーバークラウドのデプロイに (python-tripleoclient ではなく) python-
rdomanager-oscplugin を使用する古いデプロイメントでは、HA ではない単一コントロー
ラーのデプロイメントでも neutron の dhcp_agents_per_network パラメーターが最小
で 3 に設定されていました。これは、1 コントローラーのみでデプロイする場合に、
dhcp_agents_per_network が 3 に設定されていたことを意味します。今回の修正で、単一
コントローラーのケースが考慮されるようになり、director は 
dhcp_agents_per_network を最大で 3 に設定し、コントローラーよりも多い数には設定し
ないようになりました。コントローラーノードが 3 台以上の HA でデプロイする場合には、そ
れらのコントローラーノード上の neutron.conf 内のdhcp_agents_per_network の設定
パラメーターは「3」に設定されます。また、コントローラーが 1 台のみの非 HA でデプロイ
する場合には、同じ dhcp_agents_per_network パラメーターは「1」に設定されます。

rhel-osp-director

BZ#1293979

アンダークラウド上でパッケージを更新すると、アンダークラウドは不確定な状態になります。
これは、パッケージ更新後にアンダークラウドのサービスの一部が無効になり、再度起動できな
くなることを意味します。回避策として、「openstack undercloud install」を実行し、
全アンダークラウドを再設定してください。コマンドが終了した後には、アンダークラウドサー
ビスは通常通りに動作するようになります。

BZ#1234601

以前のリリースでは、Ramdisk およびカーネルのイメージは、特定のインターフェースを指定
しなくてもブートしていました。これは、任意のネットワークアダプターからシステムが起動し
ていたことになり、複数のインターフェースがプロビジョニングネットワーク上にある場合に問
題が発生する原因となっていました。そのような場合には、システムがブートに使用するイン
ターフェースを指定する必要がありました。指定するインターフェースは、MAC address 
from the instackenv.json ファイルからの MAC アドレスを保持するインターフェースに
対応する必要があります。
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回避策として、root ユーザーとして以下のテキストブロックをコピーし、director のター
ミナルに貼り付けます。これにより、ブート時に毎回、systemd の起動スクリプトが作成さ
れ、これらのパラメーターを設定します。

スクリプトには「net0/mac」を含む sed コマンドが記載されています。これにより、
director が 1 番目の Ethernet インターフェースを使用するように設定されます。2 番
目のインターフェースを使用するには、この値を「net1/mac」に変更してください。

#####################################
cat << EOF > /usr/bin/bootif-fix
#!/usr/bin/env bash

while true;
        do find /httpboot/ -type f ! -iname "kernel" ! -iname "ramdisk" 
! -iname "*.kernel" ! -iname "*.ramdisk" -exec sed -i 's|{mac|
{net0/mac|g' {} +;
done
EOF

chmod a+x /usr/bin/bootif-fix

cat << EOF > /usr/lib/systemd/system/bootif-fix.service
[Unit]
Description=Automated fix for incorrect iPXE BOOFIF

[Service]
Type=simple
ExecStart=/usr/bin/bootif-fix

[Install]
WantedBy=multi-user.target
EOF

systemctl daemon-reload
systemctl enable bootif-fix
systemctl start bootif-fix

#######################################

bootif-fix スクリプトは、全ノードで実行されます。これにより、プロビジョニングネット
ワークに複数の NIC がある場合に、指定した NIC からブートできるようになります。サービ
スを無効にして以前の動作に戻すには、「systemctl disable bootif-fix」を実行してリ
ブートします。

BZ#1249601

OpenStack Bare Metal (ironic) は、UEFI モードのノードのデプロイをサポートするよ
うになりました。これは、UEFI ブートのみをサポートするサーバーをお使いのお客様からの要
求によって実装されました。

BZ#1236372

以前のリリースでは、Nova EC2 API のヘルスチェックの設定が誤っていたため、HAProxy 
は API が停止しているものと判断していました。このため、API には HAProxy を介して到
達できませんでした。今回の修正により、ヘルスチェックの設定が正しく変更され、API サー
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ビスの状態のクエリーを適正に実行できるようになったので、Nova EC2 API は HAProxy を
介して到達可能となりました。

BZ#1265180

「baremetal」フレーバーは、director が使用していない場合でも必要なフレーバーです。
このフレーバーがない場合には、デプロイメントはエラーが発生して失敗してしまいます。今回
のリリースでは、アンダークラウドのインストールで「baremetal」フレーバーが自動的に作成
されるようになりました。フレーバーが配置されると、director はエラーを報告しません。

BZ#1318583

以前のリリースでは、Ceilometer の設定で os_tenant_name の変数が「service」テナ
ントではなく「admin」テナントに誤って指定されていたため、ceilometer-central-
agent の操作は「ERROR ceilometer.agent.manager Skipping tenant, keystone 
issue: User 739a3abf8504498e91044d6d2a6830b1 is unauthorized for tenant 
d097e6c45c494c2cbef4071c2c273a58」のエラーで失敗していました。今回のリリースで
は、Ceilometer が「service」テナントを使用するように正しく設定されました。

BZ#1315467

以前のリリースでは、アンダークラウドのアップグレード後に、openstack-nova-api サー
ビスが再起動されなかったため、オーバークラウドでタイムアウトが発生して「ERROR: Timed 
out waiting for a reply to message ID 84a44ca3ed724eda991ba689cc364852」
のエラーが報告され、操作が失敗していました。今回のリリースでは、アンダークラウドのアッ
プグレードプロセスの一環で openstack-nova-api サービスが正しく再起動されるようにな
り、オーバークラウドのアップグレードプロセスはこのようなタイムアウトが発生することなく
続行されるようになりました。
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付録A 改訂履歴

改訂改訂 8.0.0-0.1 Sun Apr 24 2016 Red Hat Localization Services
翻訳ファイルを XML ソースバージョン 8.0.0-0 と同期

改訂改訂 8.0.0-0 Wed Feb 3 2016 Red Hat OpenStack Platform Docs
Team

Red Hat OpenStack Platform 8.0 の初版
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